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１．目的 

環境研究総合推進費(資源循環領域)を活用して2018年度に終了した研究及び2019年度に進めて

いる研究の内容・成果を広く一般に公開を図るための研究発表会の開催並びに 3R に係る研究事業

をアジア地域中心に普及を図るための国際会議の開催等を行い、循環型社会形成推進に関する研

究事業の支援を目的とする。 

 

２．業務の内容 

２－１ 2019年度循環型社会形成推進研究発表会 

環境研究総合推進費(資源循環領域)を活用して 2018年度以前に終了した研究の成果を効果的

に普及させ、また 2019 年度に研究を実施している課題の周知を行うため、一般公開の研究発表会

(参加無料)の開催等を通じた広報事業を行った。発表課題については、対象となる 2018年度まで

に研究を終了した課題及び 2019 年度時点で実施中の課題全 28課題のうち、事後評価の点数を参

考にするなど、環境省担当官と相談の上、9課題に絞り込みを行った。この 9課題については研

究テーマごとに分類し、表 1の通り実施を計画したが、その内の 3課題については新型コロナウ

イルス感染症の蔓延により、発表を中止する方針となった。 

 

〈表 1 研究発表会開催概要〉 

 開催事業 開催場所 会場 日時 

1 

研究発表会 
「廃棄物の適正処理に貢献する技術」 東京都 

千代田区 

日本消防会館

(ニッショーホ

ール) 

大会議室 

 

12月 24日(火) 

10:00～11:50 

シンポジウム 
「プラスチックのリサイクルに向けた新技術」 

12月 24日(火) 

13:30～16:00 

2 

研究発表会 
「災害廃棄物」 
 
＊新型コロナウィルスの影響のため中止 

茨城県 
つくば市 

つくば国際会

議場 

101会議室 

3 月 16日(月) 

15:00～17:00 

 

(１)プログラム 

本研究発表会は、第 1回目は研究発表会及びシンポジウムの構成とし、以下のプログラムのと

おり実施した。 

研究発表は１人 30分とし、25 分間の発表の後、5分間の質疑応答時間を設けた。また、司会・

進行は、一般財団法人日本環境衛生センター（以下 JESC）副理事長の藤吉秀昭が務めた。各研究

発表ののち、統括ディスカッションとして、会場からの追加の質問を受け付けるとともに、それ

ぞれの研究発表内容についてより議論を深めた。 

シンポジウムでは、パネリストによる１人 25分間の発表の後、5分間の質疑応答時間を設けた。

各発表の後、パネルディスカッションを行った。ファシリテーターは JESC専務理事の坂川勉が務

めた。また、パネリストは 2018 年度以前に研究を終了した者及び 2019 年度に研究を継続してい

る者の中から、計 2名を選定した。 
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12/24の発表会の発表資料は別紙１－１、質疑録は別紙１－２のとおりである。 

 

●2019 年度 環境省 循環型社会形成推進研究発表会 プログラム 

2019年 12月 24 日(火) 

午前の部 研究発表会 

「廃棄物の適正処理に貢献する技術」 

■司会進行：藤吉 秀昭(JESC 副理事長) 

(１人発表 25分、質疑 5分、計 30分) 

10:00～10:30 廃石膏ボードリサイクルの品質管理の在り方と社会実装 

遠藤 和人((国研)国立環境研究所) 

10:30～11:00 炭酸型 Mg-Al 系層状複水酸化物を利用した廃棄物焼却排ガスの新規処

理技術の開発 

亀田 知人(東北大学) 

11:00～11:30 物理選別とエージングを組み合わせた「焼却主灰グリーン改質技術」の

確立 

 肴倉 宏史((国研)国立環境研究所) 

 

11:30～11:50               総括ディスカッション 

 

午後の部 シンポジウム 

「プラスチックのリサイクルに向けた新技術」 

13:30～15:00 パネリスト発表(１人発表 25分、質疑 5分、計 30分) 

(1)  先端的な再生技術の導入と動脈産業との融合に向けたプラスチッ

ク循環の評価基盤の構築 

 中谷 隼(東京大学) 

(2)  セルロース繊維強化バイオマスプラスチックの開発 

麻生 隆彬(大阪大学) 

※発表者：淺原 時泰(大阪大学) 

(3)  塩ビ被覆銅線から銅及び塩ビを高度に回収する新規塩ビ剥離技術

の開発 

 熊谷 将吾(東北大学) 

      ※発表者：亀田 知人 

 

14:45～15:00 質疑応答 

 

15:00～16:00 パネルディスカッション 

■ファシリテーター ： 坂川 勉(JESC 専務理事) 

■パネリスト    ： 中谷 隼(東京大学) 

淺原 時泰(大阪大学) 
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2019 年 12 月 24日 循環型社会形成推進研究発表会 当日の写真 

 

      午前の部 遠藤先生       

 

 

      午前の部 亀田先生       

 

 

      午前の部 肴倉先生       

 

 

 ファシリテーター JESC藤吉副理事長  

 

 

      午前の部 会場の様子       

 

 

   午前の部 ディスカッションの様子    
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      意見交換会の様子①       

 

      意見交換会の様子②       

 

 

      午後の部 中谷先生       

 

 

      午後の部 淺原先生       

 

ファシリテーター JESC坂川専務理事 

 

 

      午後の部 質疑応答の様子       
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(２)広報 

①ホームページの作成 

環境省担当官の承諾を得てインターネット上にサイトを作成し、事前広報、参加登録受付を行

った。各会場の詳細ページでは、発表者とプログラムの概要紹介を行った。 

各ページのアクセス数は表２のとおりである。 

 

〈表２ ホームページアクセス数〉 

事業内容 2019年度 研究発表会 

アクセス数 ページビュー数*  ページ別訪問者数**  

12/9-12/24 1,059 793 

 

事業内容 
第 19 回アジア太平洋廃棄物専門会議 

※3月 16 日の研究発表会も同時に案内 

アクセス数 ページビュー数*  ページ別訪問者数**  

2/13-2/25 378 157 

(参考) 
① 循環型社会形成推進研究発表会(日本消防会館)の開催日は 2019年 12月 24日(火) 

  ※環境省プレスリリース日：2019年 12月 10日(火) 

 日本環境衛生センターホームページ内の研究発表会の案内掲載開始日：2019年 12月 9日(月) 

② 循環型社会形成推進研究発表会(第 19 回アジア太平洋廃棄物専門家会議(SWAPI)内)の開催日は 2020 年 3 月

16日(月) ＊中止 

  「第 19回アジア太平洋廃棄物専門家会議(SWAPI)」の開催日は 2020年 3月 15日(日)～16(月) ＊中止 

 日本環境衛生センターホームページ内の SWAPI会議の案内掲載開始日：2020年 2月 13日(木) 

*ページビュー数は、該当ページを読み込んだ数を指す。 

**ページ別訪問者数は、該当ページを一定期間に 1回以上読み込んだ数を 1カウントとした数を指す。 

 

②外部団体・自治体等への協力要請 

 一般社団法人廃棄物資源循環学会等の廃棄物関係団体等にチラシを送付し、またホームページ

にリンクの協力及び会員宛へメールでの情報提供をお願いし、効率的にユーザーを誘導しサイト

へのアクセス数を増加させた。新聞社には案内を送付し記事を掲載を依頼し、より広く研究発表

会の開催を周知した。 

 

【案内協力要請先】…15団体 

・公益社団法人全国都市清掃会議 

・一般社団法人日本環境衛生施設工業会 

・公益財団法人廃棄物・３Ｒ研究財団 

・一般社団法人廃棄物資源循環学会 

・一般社団法人環境衛生施設維持管理業協会 

・一般社団法人日本廃棄物コンサルタント協会 

・一般社団法人海外環境協力センター 

・公益財団法人地球環境戦略研究機関(IGES) 

・公益財団法人産業廃棄物処理事業振興財団 

・公益財団法人全国産業資源循環連合会 

・全国環境衛生・廃棄物関係課長会 

・公益財団法人日本産業廃棄物処理振興センター 

・国際連合地域開発センター(UNCRD) 

・環境新聞社 

・環境産業新聞 
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また、ホームページの内容は以下の通りである。 
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③開催案内チラシの作成、送付 

開催案内チラシ(A4両面カラー1,000 部)を作成し、チラシ各 2枚を地方自治体等行政の研究機

関、関連学会、大学、高等専門学校、関連民間企業、日本廃棄物団体連合会員等へそれぞれ送付

した。 

また、過去の研究発表会、SWAPI、その他関連会合の参加者のうち案内通知希望者に対して案内

メールを送付し、参加者数の増加を図った。 

研究発表会の案内チラシは別紙１－４の通りである。 

【案内チラシ送付先】… 計 271 団体 

・行政の研究機関 13機関 

・関連学会 16団体 

・大学 109機関 

・高等専門学校 14機関 

・関連民間企業 88 社 

・日本廃棄物団体連合会 11会員 

・その他関連団体 20団体 

【案内メール送付者】… 計 278 名(過去の研究発表会参加者、関連会合への参加者 等) 

 

(３)発表資料集 

研究発表者及びシンポジウムのパワーポイント発表資料を会場ごとに冊子にとりまとめ、発表

会の参加者に配布した。会場ごとの仕様は下記の通りである。 

研究発表会・シンポジウム(日本消防会館)…モノクロ 34ページ 140部 

 (※目次・プログラムを含む総ページ数) 

 

(４)参加者数 

各会場の参加者数及び参加者の内訳は以下の表のとおりである。参加者合計数は 121名であり、

内訳は官公庁が約 1.1%、企業が約 65.3%、研究機関・その他等が約 33.6％であった。参加者数に

ついては下表 3の通りであった。 
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〈表３ 研究発表会の参加者数〉 

  

参加者数 

官公庁 企業 研究機関、その他等 

計 中央 

官庁 

地方 

自治体 

廃棄物・ 

リサイク

ル業 

コンサル

タント企

業 

一般企業 

研究機関 

教職・教

育 

NPO・ 

団体 

個人 

・学生 
その他 

12月 24日 

研究発表会 
0 2 18 8 26 2 7 3 4 70 

12月 24日 

シンポジウム 
1 0 4 9 24 2 5 1 5 51 

総計 

1 2 22 17 50 4 12 4 9 
121 

3 89 29 

2％ 74% 24% 
 

 

(５)アンケートの配布、集計 

アンケート用紙を作成し、12月 24日の研究発表会及びシンポジウムにてアンケートを配布し

た。アンケートの回収率は、78.5％(121人中 95人)であった。 

アンケート集計結果の概要は以下の通りである。 

① 参加者の所属は一般企業が 65.3％(95人中 62人)であり、回答者の半数以上を占めた。次に多

かったのは NPO・団体で 15.8%(95 人中 15人)である。 

② 参加者は主に環境省ホームページ(30回答)、日本環境衛生センターホームページ(9 回答)、日

本環境衛生センターからの eメール(13回答)、業界団体・学会からの案内(12回答)、を見て

発表会に参加した。 

③ 初めての来場者が圧倒的に多く、回答者の 71.6％(95人中 68人)を占めた。(2018 年度同回答

73.1％) 

④ 参加目的として回答数が多かった上位 2項目は、研究発表会では「興味のある研究の発表を聞

くため」(39 回答)、「最新の研究内容について、情報を得るため」(30回答)、シンポジウムで

は「最新の研究内容について、情報を得るため」(38回答)、「パネリストの発表を聞くため」

(34 回答)、であった。(複数回答可) 

⑤「満足した」「ある程度満足した」と回答した者は、研究発表会のみの参加者では 95％、シン

ポジウムのみの参加者では 73.8％、終日の参加者については 96.5%という結果であった。 

 

詳細なアンケートの集計結果については、別紙１－５の通りである。 
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アンケート用紙は以下の通りである。 
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(６)意見交換会の実施 

昨年度に引き続き、12 月 24 日に、非公開形式にて、環境省担当官を交え、研究発表者及びシ

ンポジウム発表者・パネリストによる意見交換会を開催した。 

 

①開催趣旨  
環境研究総合推進費の循環型社会部会における技術開発は、廃棄物分野において世界最先端の

技術開発を目指している。この研究・技術開発の成果を、環境政策に活かすことはもとより、こ

の環境政策を実現していくためには、国民の理解と協力が求められる。 
 研究成果については、「研究発表会」の開催により広く情報発信がなされているが、本研究発表

会において研究者が集まることから、この機会を利用し、研究成果の普及等について研究発表者

による意見交換会を開催し、次年度以降の情報発信の際に活用する。 

 

②開催日時及び会場 

  日時 ：12月 24 日(火) 12 時 00分～13時 00分 

 会場 ：日本消防会館 第 1 会議室 

 

③参加者 

  遠藤 和人(国立研究開発法人国立環境研究所) 

  亀田 知人(東北大学) 

  肴倉 宏史(国立研究開発法人国立環境研究所) 

  中谷 隼(東京大学) 

  淺原 時泰(大阪大学) 

   

  田中 嘉彦(環境省) 
  蕨 俊宏(環境省) 

 
  藤吉 秀昭(JESC) 
  坂川 勉(JESC) 
 
④意見交換会議事要旨 

（JESC 藤吉） 
 （本意見交換会は）総合研究費の社会実装を促進し、関係者に理解を深めるという目的があ

る。環境省からは社会実装を急いで欲しい、という要請もある。 
研究の成果をどう社会に出すかが問われており、成果を有効に活用する必要がある。 
社会実装を進める展望を持たなければならないという問題意識を持つ必要がある。 

（環境省 廃棄物処理適正課・田中課長補佐） 
 本日は折角の場なので、忌憚のないご意見をいただいて今後に活かしていきたい。 
環境研究総合推進費の次世代事業について応募件数が少ないのではないかという意見もあり、

使い勝手が悪いため応募が少ないのではないか、と考えている。 
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環境省へのご意見、研究推進費の改善点等ご意見をいただければと思っている。 
（藤吉） 

 本日のディスカッションテーマは、研究の実用化、社会実装に向けて何が問題かという点で

ある。実装化をさらに進めるにあたって、環境省に期待することである。 
（大阪大学 淺原先生） 

 環境研究総合推進費の中で実装事業も数多くあると思うが、CO2 削減を個別の基礎研究にま

で課すのはどうか。どう評価していいのか分からない面がある。我々はバイオマスプラスチッ

クを扱っているが、CO2削減のデータまで出さなければならないのか、と疑問には思う。 
（東京大学 中谷先生） 

 自分自身は、キャリアのスタートから推進費を使っているが、ずいぶん使い勝手が良くなっ

たと思っている。言われている程使い勝手が悪いとは思っていない。 
CO2削減のデータについては、自分自身が CO2の評価するのが専門なので、コンソーシアム等

の形で繋いでいただけるのであれば有難いと思う。 
 以前からやっている研究なのに、実装されていないのではないか、という意見もある。 
例えば、マテリアルリサイクルとケミカルリサイクルの研究等、昔から研究がなされているが

実装化が進んでいないではないかという話があった。 
 研究の意見が政策に活かされていない。我々の研究成果がこのように反映された、と研究者

がいえるように、研究成果を政策に反映して欲しい。 
資源循環戦略についても研究成果を吸い取って欲しい。 

（NIES・遠藤先生） 
 自分自身の研究テーマが（社会実装と）近いところでやっているので、環境研究総合推進費

の中で色々と活動させていいただいているとは考えている。 
 廃棄物においては自治体が主務となるので、国が何かをしようとしても、自治体が付いてこ

ないと意味がない。自治体の人が理解をして初めて実装されるのではないかと思う。国民全体、

産業界全体に普及させるのはなかなか難しいかもしれないが、自治体への情報共有・還元が実

装化への一歩ではないかとも考える。 
（藤吉） 
 自治体がすぐ行動に移す事はなかなか難しいので、全国都市清掃会議等の組織を挟む場合が

あるのではないか。 
（遠藤先生） 
 自治体が自ら動き出す事は十中八九ないのでそれを期待してはいないが、まず技術をパイロ

ット的に使ってみるということで、自治体に声をかけてみてはどうか。 
推進費は、新しい技術を研究に求めているのではなくて、CO2 を上手く減らす実質的な技術

を探しているのではと思う。 
（NIES・肴倉先生） 
 推進費の認知度を高める仕組みを作って欲しい。推進費を広く伝える努力をして欲しい。 
自治体が推進費をなかなか活用しない理由は、コンサルタント企業が推進費について知らない

からだと思う。 
コンサルタント企業に伝われば、新しいことをやってみたいという自治体はあるのではないか。 
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自治体だけではなく、コンサルタント企業等へも伝える努力をすべき。 
 環境省に毎年政策者向けサマリーを提出しているが、それが一方通行になっているように思

う。報告書を書いたら終わり、という一方通行ではなく、もっとコミュニケーションができる

と良い。 
（東北大学・亀田先生） 
 2008 年度より（推進費を活用しているが）システムは良くなったと思う。自分自身としては

不満はない。 
 応募の際の領域が変更され 5項目になったが、自分の研究が領域に当てはまらなくなったり、

審査員も変わってしまった。地域と共生という記載があるが、自分の研究は必ずしも地域と共

生しているわけではない。 
 今回、新しく「技術実証型」の枠が出来たのは非常に良かったと思う。これまでは実証事業

の下には次世代事業の枠しかなく、基礎からいきなり応用となっていた。 
（藤吉） 
 「技術実証型」の枠は、ある程度のスケールで研究を試せる。基礎と応用の中間の、社会実

装の手前のレベルの研究となる。実際の焼却施設のプラントメーカーが、良い研究であると思

って自分達で予算を出せる一歩手前の段階の研究ができる。社会実装の手前の手ごたえの確認

ができれば良い。 
 その際、問題になるのが、原料としてのごみが供給されなければならないということであり、

そのためには自治体と組まなくてはいけないが、自治体は非常に保守的な傾向がある。 
（田中課長補佐） 

 中小企業対象の助成金についても、プラントメーカーが応募はしたいが、自治体と組めない

のでできないという意見もある。 
（藤吉） 

研究者が、プラントメーカー、環境省と一緒に動くと良い。 
（田中課長補佐） 

 技術的な話ではないが、収集運搬のモデル事業にも自治体の協力が求められる。委託した業

者から、環境省も一緒に協力して欲しいと要請されることもあり、環境省も一緒に動かなくて

はならないかと考えている。 
（藤吉） 
 「技術実証型」事業であるが、今まで基礎ばかりやってきたため、実証事業である割には申

請予算が少なく、年間 3000 万円程度である。コンパクトで無駄がないとも言えるが、中途半

端ではないか。実証には運営のための人件費や材料費等、それなりの予算がかかる（初年度で

3 億、その後年 1 億程度）。 
 新しい枠ができたら、それにきちんと予算がもらえるというイメージを広げなければならな

い。 
（藤吉） 

セルロースは注目されている。 
（淺原先生） 

 セルロースのナノファイバーは注目されてはいるが、まだまだ基礎段階である。コスト面の
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問題もある。全体的に考えて、原料を作ることは我々は出来ないので、原料確保はきちんとや

っていただかなくてはならない。どう確保するかは、省庁にお願いするしかない。 
（藤吉） 

安くて大量の材料の確保ができなければ、普及にはつながらない。林業組合等と協力して、

原料調達は同組合にお願いをして、研究チームに取り込むという方法もある。そうすると、社

会実装を意識した良いチームになる。研究者の方から、声をかけにいくのはなかなか難しいの

ではないか。 
（淺原先生） 

スケールが小さく、試薬ベースの購入しかしていないので、難しい。 
（藤吉） 

基礎研究だと、技術に特化した特異な成果を出さないとなかなか評価してもらえない。 
「スケールが小さすぎて成功するかどうかわからない」と言われたりするのではないか。その

ような意味で、評価されにくいという不満はあるか。 
（淺原先生） 

比較的評価してもらっている、期待してもらえると思っている、 
（藤吉） 

ナノセルロースは新しい技術なので、期待されている。プラスチックが話題になっているが、

プラスチックのリサイクルを推進する観点では、ナノセルロースを入れてしまうと難しい面が

あるのではないか。1 回限りの使用で焼却する分には CO2は減るとは思うが。 
（淺原先生） 
 バイオマスプラスチックについてそこが課題で、現段階ではワンウェイの用途でアピールす

るのが一番手っ取り早いが、将来的にプラスチックを置き換えていくことを考えると、必ず再

利用しなければならない。 
 プラスチックの強度を上げていかなければならない。リサイクルをどう評価するかという問

題がある。バイオマスプラスチックだから良い、とはならない。 
（中谷先生） 
 バイオマスプラスチックに関して、原料調達の問題もあるが、技術の適材適所も大切である。

生分解性プラスチックを今やみくもに入れているが、生分解性プラスチックが良いというイメ

ージだけで進めていないか、と危惧している。ブームに乗って使用しており、実際の用途と合

っていないのではないか。資源循環戦略も、その意識が欠けたまま実施している気がする。 
 レジ袋の有料化についても、リサイクルからすると、手間が増えるだけであまり良くない。

欧州では生分解性プラはコンポストのために使う等、現実に地に足を付いた用途に使っている

が、日本にはそれがない。 
 技術開発の研究を、実装化と俯瞰してみるべきである。技術開発と実装化をつなぐような研

究も必要である。 
（JESC・坂川） 
 バイオマスプラスチックのリサイクルと実装化は、まさに、今日の午後のテーマであり、そ

こでもぜひご意見をいただきたい。バイオマスプラスチックのリサイクルと実装化は社会シス

テム的に、どういう意味を持っているか。 
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（藤吉） 
 目的が多様化して、それを同時に解決しなければならないので、複雑化している。 

（遠藤先生） 
 実装化については、我々の研究はまだまだこれからの部分も多い。自治体をどうやって説得

していくかは大きな課題である。 
 石膏ボードは JIS で作られているので、JIS を変えていかなければリサイクルできない。 
経済産業省は前向きであり、「再生石膏粉」の記述を入れてもらえる、という話になっている。 
 省庁の思いがないものを、社会実装するのは極めて難しい。努力して状況をつくってある程

度のステージまで持っていけば進められる。 
 石膏ボードの場合は、8 都県市の文書と、全国産業廃棄物連合会の動きもあった。そのよう

な契機が重ならないとなかなか各省庁が動いてくれない。 
（坂川） 
 研究者と行政のやりたい事を、どのように合わせていくか、という課題だと思う。 
今、少し食い違っている部分もあるかと思うが、擦り合わせる機会をどう作ることが必要であ

り、今日もその一つの機会である。 
（遠藤先生） 

環境省のニーズの読み取りも重要。 
（肴倉先生） 
 国立環境研究所とプラントメーカーが其々できるレベルがあり、それを上手くつなぐのがコ

ンサルタントである。研究調査の中に、FS を入れたいというのがある。 
（藤吉） 
 コンサルタントが調整機能を果たすことは非常に重要である。調査に、FS を含めたいという

ものもよくあるが、地域を踏まえて、FS を実施することも重要である。そのような FS に新し

い技術を上手く入れていけば良いのではないか。  
（亀田先生） 
 新興国への社会実装は、英語の論文で発表を行うのも効果的なのではないか。環境省はどん

なスタンスなのかを知りたい。新規のアイデアを論文にして、オープンにするのは良いのでは

ないか。 
（藤吉） 
 「国際貢献」という評価項目もあり、「循環産業の海外進出」に活かせるとういう視点もある。

海外へ活かせる技術、コストの問題もある。 
 
以上 
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(７)評価と改善点 

 

① 研究発表会 

本年度は、2018 年度に引き続き東京 1会場での開催とした。研究発表会・シンポジウムの参加

者数合計は午前の研究成果発表会が 70名、午後のシンポジウムが 51名ののべ 121人であった

(2018年 156名、2017 年度 168名、2016 年度 191名)。また、昨年度に引き続き、研究成果発表

会とシンポジウムを 1日で開催することとした。 

来場者アンケートでは、「満足した」もしくは「ある程度満足した」と回答した方が(全体の)87%

以上を占める等、昨年度に引き続き参加した方の満足度は高かった。 

一方、アンケートでは、それぞれの発表に対して「興味深い」「参考になった」「最新の研究の成

果を伺えた」というコメントが多く見られた。 

また、今回の研究発表会では一般企業からの参加者も非常に多く、発表者はより広範な視点から

のコメント・質問を受けることができた。発表者にとっては自分の研究に対する外部の関係者か

らの評価を共有する場となった。 

 

② 意見交換会 

 昨年度に引き続き、研究成果を研究・技術開発者及び民間企業・一般国民等に対して発信する

にあたり、より効果的な研究成果の普及と社会実装に向けて、研究者の意見を聞く機会を 12月

24日の研究発表会の昼食の時間を利用し設けた。活発な意見交換となり、今後の改善点や社会実

装に向けての課題等について、研究者の要望を聞くことができ、今後の情報発信の際の参考とな

った。 

 意見交換会への参加者については、昨年度同様、午前の研究発表会の発表者、午後のパネリス

ト全員(5名)にご参加頂いた(当初は 6名を予定していたが、1名体調不良により欠席)。 

 今回の意見交換会で出された意見については、今後の参考としてフィードバックする必要があ

ると思われる。環境省への主な要望を以下に例示する。 

 ・研究成果を政策に反映する。資源循環戦略も研究成果を取り入れて作成する。 
 ・自治体への普及、アピールを進める。 
 ・認知度を高める仕組みを構築し、広く伝える努力を行う。 
 ・バイオマスプラスチックに関して、技術の適切な適用を意識する。 
 

③ 国際会議との併催（中止） 
2 会場目の研究発表会は、「第 19 回アジア太平洋廃棄物専門家会議(以下、SWAPI)」の開催期

間に合わせ、3 月 16 日（月）15：00～17：00 に「災害廃棄物」をテーマとして、3 課題を選び、

発表を予定していたが、新型コロナウィルスの影響により SWAPI の開催が中止されたことによ

り、併せて研究発表会も中止となった。（SWAPI の準備状況、中止への経緯については次章にて

論述する。） 
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２－２ 国際会議の開催 

アジア地域を中心に廃棄物管理・3R分野の専門家のネットワークの強化と、適正な国際資源循

環及び廃棄物適正管理システムの構築に関し検討するため、一般社団法人廃棄物資源循環学会及

びアジア 3R 推進フォーラムとの連携を図り、学術的な国際会議（第 19 回アジア太平洋廃棄物専

門家会議/SWAPI）の実施を計画し、準備のための会合及び実行委員会を開催した。 

廃棄物資源循環学会主催の第 6 回 3RINCs 会合と併催にて開催する予定で準備を進めていたが、

2月 25日に新型コロナウィルスの影響により開催を中止する旨、環境省より通知された。 

ここでは、実行委員会を含む準備状況、及び中止に至る経緯と対応、及び今後への提言につい

て記載する。 

 

(１)国際会議の概要 

 

予定されていた国際会議の概要は以下の通りである。 

開催期間：2020 年 3 月 15 日（日）～17 日（火） 
会場：オークラフロンティアホテルつくば（3 月 15 日） 

つくば国際会議場（3 月 16 日、17 日） 
3 月 15 日午前と 3 月 17 日午前の専門家会議については、関係者のみでの実施とする。 

使用言語：英語（通訳なし） 
その他特記事項：第 6回 3RINCs 会合（3 月 16 日～18 日）と併催にて開催を予定。 

（第 6回 3RINCs会合のチラシを P23～24に示す。） 

 

表２－１－① 「第 19回アジア太平洋廃棄物専門家会議(SWAPI)」プログラム概要案 

1日目 4日目【会合三日目】

2020年
3月14日（土）

2020年
3月17日（火）

（会場未定）
オークラフロンティ

アホテル
（会場未定）

（会場未定） ジュピターウエスト （会場未定） 101会議室
大ホール（３RINC

ｓにて確保）
大会議室102 303会議室

午前
海外招聘者

来日
オリエンテーション

10:00 - 12:00
第19回ＳＷＡＰＩ
専門家会議（１）

【Close】

10:00～12：00
ＳＷＡＰＩ

専門家会議（２）
【Close】

13：30～15：00
特別セッション

テーマ：　アジアにお
ける分別収集と課題

15：15～16：15
廃棄物発生量セッ
ション（導入部分）

【Open】

13：00～14：30
特別セッション

テーマ：Solid Waste
Quantity Generated

【Open】

15:00～17：00
循環型社会形成推

進研究発表会
（ＳＷＡＰＩ海外招聘

者も参加）
通訳なし

（３課題：予定）
【Open】

帰国もしくは3RINCs参
加

3日目【会合二日目】

つくば国際会議場

※SWAPI事務局として、オークラフロンティアホテル　「橘」（3/15）、つくば国際会議場 403会議室を使用予定（3/16,17）。

2020年
3月15日（日）

第19回SWAPI会合及び研究発表会

日程

会場

時間

2020年
3月16日（月）

2日目【会合初日】

午後
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表２－１－② 「第 19回アジア太平洋廃棄物専門家会議(SWAPI)」プログラム概要案 

（第 6回 3RINCs会合のスロット案と併記） 

 

A会場 B会場 C会場 D会場 SWAPI会場(1) SWAPI会場(2) SWAPI事務局 SWAPI会場(3) SWAPI事務局

（大ホール; 450名） （中会議室202A） （中会議室202B） （中会議室201A） (101会議室) (303会議室) （403会議室） (ｼﾞｭﾋﾟﾀｰ ｳｴｽﾄ) （橘）

1000-1200 専門家会議(1)

1330-1530

特別セッション：
13:30-15:00

アジアにおける分
別収集と課題
15:15-16:15

SWAPIセッション：
特別セッション2の
概要、主旨の説明

等
開会挨拶:
キーノート1: Dr. Yuichi
Moriguchi
キーノート2: KSWM

1015-1145

特別セッション1:
International Perspectives
on Plastic Pollution
Management

セッションB-1 セッションC-1 セッションD-1

昼食

1300-1430
特別セッション2: Solid
Waste Quantity Generated
(SWAPI session)

セッションB-2 セッションC-2 セッションD-2

1445-1615
特別セッション3:  SWM
business perspectives in
Asian region

セッションB-3 セッションC-3 セッションD-3

1615-1700 ビジネスセッション1
1700-1750
1800-2000

キーノート3
(AUS/IND)

0930-1100
特別セッション4:  MSW
treatment technologies
guideline

セッションB-4 セッションC-4 セッションD-4

1100-1140 ビジネスセッション2
1140-1220

1320-1450

特別セッション5: New
era of waste management:
population change and
aging (NIES session)

セッションB-5 セッションC-5 セッションD-5

1505-1635 特 別 セ ッ シ ョ ン 6 ：

Disaster waste guideline
セッションB-6 セッションC-6 セッションD-6

1635-1700 閉会 　※　太枠内がSWAPI会合

コーヒーブレイク3

6th 3RINCs 2020 スロット割（案）/ 19th SWAPI開催概要（案）

オークラ
フロンティアホテルつくば

事務局

ポスター（ホワイエ）

昼食（レストランビュッフェ）

1000-1200
専門家会議(2)

事務局

ポスター（ホワイエ）

懇親会（大会議室102→多目的ルーム）

3月17日

0900-0920

1500-1700
循環型社会形成推
進研究発表会

昼食（レストランビュッフェ）

コーヒーブレイク2

3月15日 事務局

コーヒーブレイク1

3月16日

0900-1000

つくば国際会議場 つくば国際会議場
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【第 6 回 3RINCs 会合チラシ】 
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(２)準備会合・実行委員会の開催 

国際会議「第 19 回アジア太平洋廃棄物専門家会議(SWAPI)」の開催準備のため、下記の通り準備

のための会合を 5 回、実行委員会を 1 回開催した。 
 
① 準備のための会合について 
SWAPI 会長の田中勝先生と、運営事務局である JESC を中心に、以下の日程で準備会合を実

施した。 
 

表２－３ 準備会合の開催日と主な検討事項 

回数 開催日 参加者 主な検討事項 

第 1 回 令和元年11
月 13 日 

田中勝先生 
JESC（藤吉、山本、

中村） 

第 6 回 3RINCs との連携について 
プログラムセッション案について 
海外招聘者について 

第 2 回 令 和 元 年

12 月 2 日 
田中勝先生 
JESC（藤吉、山本、

中村） 
環境省 

次年度以降の SWAPI の開催について 
第 6 回 3RINCs との連携について 
プログラムセッション案について 
海外招聘者について 

第 3 回 令 和 元 年

12 月 11 日 
田中勝先生 
JESC（藤吉、山本、

中村） 

プログラムセッション案について 
海外招聘者について 
12 月 20 日の廃棄物循環学会国際委員会での打合

せに向けての確認事項 
国 際 委

員会 
令 和 元 年

12 月 20 日 
廃棄物循環学会国際

委員会 
JESC（中村） 

第 6 回 3RINCs との連携について話し合いが行

われ、JESC よりプログラム案の説明を行った。

併催に向けて、共通セッションを持ったり、

SWAPI 参加者が 3RINCs セッションに参加でき

るようにしたりする方向での調整を行うことと

なった。 
第 4 回 令和 2 年 1

月 8 日 
田中勝先生、浅利美鈴

先生 
JESC（藤吉、坂川、

山本、中村） 

第 6 回 3RINCs との連携について 
プログラムセッション案について 
海外招聘者について 

第 5 回 令和 2 年 2
月 17 日 

田中勝先生、 
JESC（藤吉、坂川、

山本、中村） 

実行委員会を受けてのプログラムの確認。 
第 6 回 3RINCs との連携について 
プログラムセッション案について 
海外招聘者について 
広報について（ウェブサイト、チラシの確認） 
その他ロジ関係の確認事項 

国 際 委

員会 
令和 2 年 3
月 5 日 

廃棄物循環学会国際

委員会 
JESC（山本、中村） 

第 19回 SWAPI会合及び第 6回 3RINCsの中止

決定について 
今後の方針 
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② 実行委員会について 
実行委員会委員リストは表２－２、会議の概要と主な検討事項は表２－３のとおりである。 
 

表２－２ 「第 19 回アジア太平洋廃棄物専門家会議(SWAPI)」実行委員会委員リスト 

氏名 所属先・役職 

田中 勝 SWAPI 会長 / 公立鳥取環境大学 客員教授 

酒井 伸一 京都大学環境安全保健機構 附属環境科学センター 教授 

吉田 英樹 室蘭工業大学大学院 工学研究科  准教授 

浅利 美鈴 京都大学大学院 地球環境学堂 准教授 

石垣 智基 国立環境研究所 資源循環･廃棄物研究センター 主任研究員 

水谷 聡  大阪市立大学大学院 工学研究科都市系専攻 准教授 

熊谷 将吾 東北大学大学院 環境科学研究科 助教 

井上 護 循環物流システム研究所 

堀田 康彦 公益財団法人 地球環境戦略研究機関（ＩＧＥＳ） 

高岡 昌輝 京都大学大学院 工学研究科 教授 

本多 俊一 UNEP－IETC 

 
表２－３ 実行委員会の開催日と主な検討事項 

回数 開催日 主な検討事項 

第 1 回 令和 2 年 2 月 5 日 実行委員確認、SWAPI 開催日時・会場・概要の確認、企画セッ

ション内容の検討、海外招聘者の検討 
3RINCs との併催にあたっての確認。 
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第 19 回 SWAPI 実行委員会 議事メモ 

日時： 2020 年 2 月 5 日（木） 17：35～19：30 
会場： 廃棄物資源循環学会事務局 
第 15 期第９回/2019 年度第５回国際委員会と併せて開催 

（国際委員会全体の議事録は別途参照） 
出席者（順不同・敬称略）：酒井、吉岡、石垣、橋詰、熊谷、本多、榊原、椿、長田、友田、吉田、

坂川、中村、井上、浅利 
（うち SWAPI 実行委員：酒井、石垣、浅利、熊谷、本多、井上） 
当日資料：別添資料を参照 
 
議事内容（SWAPI 実行委員会の部分を抜粋）： 
・（SWAPI 事務局を代表して）坂川の挨拶 
・SWAPI 実行委員会の紹介 
全体で 11 名。別紙資料参照。当日欠席の方も含め、依頼手続き済み。 

・SWAPI プログラム案の紹介 
現時点での海外招聘者等も含め、進捗について紹介。 
日程：3 月 15 日（日）～17 日（火）で予定 
会場：3 月 15 日はオークラフロンティアホテルつくば 

3 月 16 日、17 日はつくば国際会議場 
3 月 15 日午前と、3 月 17 日午前の専門家会議のみ、クローズとする。 

下記 2 つの企画セッションを予定している。 
① 「アジアにおける分別収集の現状と課題」 

日時：3 月 15 日 13：30～15：00 
ファシリテーター：藤吉副理事長 
会場：オークラフロンティアホテル 
海外招聘者（予定）： 

Dr. Orawan Siriratpiria（Chulalongkorn University, Thailand） 
Dr. Pandji Prawisadha (Institute of Technology Bandung, Indonesia) 
Dr.龍吉生（中国・SUS） 
TBD（ベトナム） 

② 「Solid Waste Quantity Generated（廃棄物発生量）」 
日時：3 月 16 日 13：00～14：30 
会場：つくば国際会議場 大ホール 
3RINCs のセッションとして行われる。 
海外招聘者（予定）： 

Prof. Kurian Joseph (Anna University, Chennai, India) 
Prof. Enri Damanhuri (Institute of Technology Bandung, Indonesia) 
Prof. Agamuthu Pariatamby (University of Malaya, Malaysia)  

24



 
併せて、「循環型社会推進研究発表会」を下記の通り開催予定。 

日時：3 月 16 日 15：00～17：00 
会場：つくば国際会議場 101 会議室 
テーマ：災害廃棄物 
浅利先生を含め、3 演題発表予定。 

 
・海外招聘について、浅利先生より、インドネシア Enri 先生に代えてネパールの Sumitra 
Amatya 先生を招聘して欲しい旨要望があった。日程上の問題がなければ可能と思われるが、

環境省に再度確認の上、対応する。 
 
・コロナウィルスによる延期、中止について 

SWAPI は環境省の委託案件であることから、延期・中止の有無は最終的に環境省の判断に委

ねることになる。 
3RINCs と SWAPI、及び災害廃棄物 WS（環境省より学会が受注している案件）は共同で行

うことから、歩調を合わせる必要があるので、まず環境省の意向やその他の国際会議の動向

について情報を集めることになった。 
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SWAPI 特別セッション（1) 企画案 
 
日時：13:30-15:00, 15th March 2020 
場所：Okura Frontier Hotel Tsukuba, Jupiter West 

テーマ Theme： 「アジアにおける分別収集の現状と課題」 
"Present status and issues on source separation and collection of MSW in Asia" 

背景 Background： 
アジアにおいてはごみ焼却発電施設の計画が進行している。日本、シンガポールや台湾、香港な

どは先駆けてごみ焼却発電が普及している。中国では大都市を中心に大型のごみ発電施設の建設

が急速に進んでいる。最近はタイ、インドネシア、フィッリピン、ベトナムなどでもごみ焼却発

電の計画が進んでいる。 
その様な中、アジアのごみは生ごみの割合が多く水分が高いため、焼却処理の難しさが指摘され

ている。発生源分別をして生ごみはリサイクルに回すべきとの意見もある。適切な中間処理のた

めには家庭内などの発生源での分別が必要であり、それが効果を生むともいわれている。 
しかし、発生源分別は必ずしも効率を上げるとは限らず、収集運搬コストの増大や、最終処分量

の増加、不法投棄の増加などにもなる面を持つ。 
そこで、現在のアジアで取り組まれているごみ処理の高度化ための分別がどの様な目的で計画さ

れ実施され、どの様な効果ないしは問題を引き起こしているのかを比較し合い、適切な家庭内分

別の在り方を探る。 
Nowadays, in Asian countries, a project for construction of WtE facility has been promoted 
rapidly. WtE has been developed in Asian region such as Korea, Singapore, Hong-Kong, 
Taiwan and Japan. 
Now, in China, the number of many large scale WtE plants are increasing rapidly. In 
Thailand, Indonesia, Philippines and Vietnam, construction of WtE facility has been 
promoted as a national policy.  
In such circumstance, some opinions point out difficulty to promote construction of WtE 
facility. It is because moisture the ratio of waste is very high in Asian countries. The high 
moisture content makes it quite difficult to burn waste in an incinerator. 
As one of countermeasures, it is suggested that source separation should be conducted to treat 
only dry waste in an incinerator. And wet waste should be recycled by methane fermentation 
(Anaerobic fermentation) or composting. By conducting such source separation, power 
generation efficiency of WtE could be enhanced.  
However, there are some objections it cannot be always effective due to the increase of 
collection cost. Due to insufficient result of separation, the amount of waste disposed landfill 
site and an illegal dumping might increase.  
Therefore, in this session, we introduce Asian present status of separate collection and 
discuss good source separation for integrated waste management. 
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プログラム案 Program： 
Facilitator: Dr. Hideaki Fujiyoshi (JESC)    
基調講演：中国におけるごみ発電と分別収集計画の考え方    Mr.龍吉生（中国・SUS） 
    Chinese approach to source separation and collection for improving WtE.(15 分) 
１． タイにおける分別収集の考え方と実際(15 分)        Dr.Orawan(タイ) 

Present status of source separation and collection in Thailand. 
２． インドネシアにおける分別収集の考え方と課題(15 分)    Dr. Pandji(インドネシア) 

Vision of the source separation and collection in Indonesia. 
３．ベトナムにおける分別収集計画の特長(15 分)        Dr. Ngo Kim Chi（ベトナム） 
  Special points of source separation and collection in Vietnam 
４．パネルディスカッション(30 分)  
    Panel Discussion 
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SWAPI 特別セッション（2) 企画案 
 
日時：13:00-14:30, 16th March 2020 
場所：Tsukuba International Congress Center, Main Convention Hall, 1F 
テーマ Theme： "Solid Waste Quantity Generated" （廃棄物発生量） 
 
背景 Background： 

産業革命以降、人口の増大、GDP の急増に伴って資源採取、生産、流通、消費、廃棄といった社会

経済活動の全段階を通じてモノの流れが増大し、大量生産・大量消費・大量廃棄型の社会経済システム

が構築された。この結果、人類は急速な経済成長を成し遂げたが、消費される資源、エネルギー増大及

びそれに伴う廃棄物の大量発生、天然資源の枯渇、資源採取に伴う自然破壊、埋立て処分場の問題等、

環境に対する様々な悪影響を生じることとなった。 
上記を踏まえ、世界全体での将来（2050 年まで）の廃棄物発生量の推計予測を行った。廃棄物問題

の解決に向けて、廃棄物発生量の予測やその活用について議論したい。 
 

Solid waste quantity generated in future (up to 2050)in the world is estimated recently. Solid 
waste quantity is influenced by environment pollution and/or GDP. Solid waste quantity is 
going to be basic information for planning of solid waste management in future. 
 
論点 Topic： 
以下の論点が発表の内容に含まれていることが望ましい。 

i. 廃棄物発生量はどのように把握されているか 
ii. 廃棄物発生量や質の将来予測はどのように実施されているか 

iii. そのようなデータはどのように役立っているのか 
iv. 発生量は３R の推進で、どのように変化しているのか 
v. リサイクル関連法が自治体が処理する廃棄物排出量に与えた影響はどうか 

vi. 廃棄物処理戦略と、廃棄物発生量、廃棄物排出量、処理コストなどから見た最適な          
廃棄物マネジメント 

 
The following contents or topic are recommended to be included in the contents in 
presentation.  

i. How do you obtain solid waste quantity data? 
ii. How do you estimate solid waste quantity and quality estimated in future? 

iii. How do you utilize those data for the future plan? 
iv. Do you see any effect by promotion of 3R? 
v. Do you see any effect by solid waste management policy change? 

vi. Any recommendation on solid waste management policy in order to optimize total 
solid waste management? 
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プログラム案 Program： 
       Facilitators: Dr. Masaru Tanaka (President of SWAPI, Director of Research 

Institute of Solid Waste Management Engineering) 
       Other Presenters:  
           Dr. Masaru Tanaka (President of SWAPI, Director of Research Institute of Solid Waste 

Management Engineering) 
           Prof. Kurian Joseph (Anna University, Chennai, India) 
           Prof. Enri Damanhuri (Institute of Technology Bandung, Indonesia) 
           Prof. Agamuthu Pariatamby (University of Malaya, Malaysia)  
     

Please send the presentation data to the secretariat by February 14(Friday). 
Contact to： 
Secretariat of the 19th SWAPI Meeting 
-------- 
Person in charge: Kana Nakamura (Ms.) 
kana_nakamura@jesc.or.jp 
Japan Environmental Sanitation Center (JESC) 
International Cooperation and Business Department 
10-6 Yotsuya-kamicho, Kawasaki-ku, Kawasaki City, 210-0828 
TEL:+81-044-288-4937  FAX:+81-044-288-5217 
URL: http://www.jesc.or.jp/ 
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（３）会議中止にいたるまでの経緯 

 

①第 19 回 SWAPI 中止の決定 
 上記のプログラム案の通り開催に向けて準備を行ってきたが、2 月 25 日に小泉大臣を本部長と

する環境省新型コロナウイルス感染症対策本部会議が開催され、今後、3 月 31 日までに開催される、

不特定多数（事前登録を含む）の者が集まるシンポジウム、フェスティバル、文化行事（コンサート

など）、展示会、説明会、報告会、表彰式等（以下、「イベント」という。）であって、大規模（一

つの目安は参加者 100 名以上）なものについては、原則延期又はインターネットによる中継、録画配

信、WEB 会議等で参加者が参集することなく開催するとの方針が確認された。 

 また、参集する者が100名未満のイベントについては、厚生労働省が発表する注意事項や感染拡大防

止策を徹底することとし、イベントの参加者（事前登録のない不特定多数、高齢者・基礎疾患を有す

る者等）、開催の形態（全員参集又は一部WEB会議等）、参加者の行程（全国から参集等）等を踏ま

えた上で個別に判断することとされた。 

 以上の方針から、環境省においてSWAPIの開催について検討が行われ、中止の方針が決定された。 

 
②第 6 回 3RINCs 会議中止の決定 
 SWAPI 会合と併催で開催が予定されていた第 6 回 3RINCs 会合についても、開催の方向で準

備が進められていたが、2 月 27 日の廃棄物循環学会の理事会において、コロナウィルスの影響を

考慮し、開催を中止する決断がなされた。 
 ウェブサイトにてアナウンスされた第 6 回 3RINCs 会合中止の案内について、次ページに示す。 
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【3RINCs中止のお知らせ】 
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 (４)広報 

 

国際会議の開催案内等に関して、以下のとおり広報活動を行い、一般参加者の増員を目指すと

ともに会議の意義や成果を普及させた。 

 

１)ウェブサイトの作成 

環境省担当官の承諾を得て日本環境衛生センターのウェブサイト上に下記の通りウェブページ

を作成し、プログラムの紹介、及び参加登録者の公募を行った。 

2 月 25 日に会合の中止が決定した時点で、P36 のウェブサイトの内容の通り、中止決定の案内

を行った。また、参加登録者に関しては会合の開催中止決定の通知をメールにて行った。 

 

２)外部団体への協力要請 

一般社団法人廃棄物資源循環学会等の廃棄物関係団体に対し、ホームページへのリンク等の協

力を依頼し、作成したサイトに誘導することにより広報した。また、同団体会員宛へ開催案内の

メール送付や、各実行委員の所属先へ広報協力要請等を行った。 

2月 25日に会合の中止が決定した時点で、上記協力要請を行った団体には改めてメールにて開

催中止の連絡を行った。 

 

３)開催案内チラシの作成、配布 

環境省担当官と協議し、開催案内チラシを作成し、関連した研究機関や団体、過去の会合の参

加者等へ案内を行った。開催案内チラシは別紙２－２のとおりである。 

 

【チラシ送付先】…14団体  

・国際連合地域開発センター(UNCRD) 

・一般社団法人海外環境協力センター(OECC) 

・公益財団法人地球環境戦略研究機関(IGES) 

・公益社団法人全国都市清掃会議(JWMA) 

・公益財団法人産業廃棄物処理事業振興財団 

・一般社団法人日本環境衛生施設工業会 

・公益社団法人全国産業資源循環連合会 

・一般社団法人廃棄物処理施設管理協会 

・一般社団法人持続可能社会推進コンサルタント 

 協会 

・公益財団法人廃棄物・3R研究財団 

・一般社団法人環境衛生施設維持管理業協会 

・公益財団法人日本産業廃棄物処理振興センター 

・独立行政法人環境再生保全機構 

・一般社団法人廃棄物資源循環学会 
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第 19回 SWAPI会合ホームページの内容は以下の通りである。 
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別紙１-１ 

2019年度循環型社会形成推進研究発表会 発表資料 
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2019 年度 
循環型社会形成 
推進研究発表会 

研究発表資料 

 本研究発表会は、環境研究総合推進費(資源循環領域)を活用して

2018 年度に終了した研究及び 2019 年度に進めている研究の内容・

成果を広く一般に公開するものです。 

2019 年 12 月 24 日

日 本 消 防 会 館

(ニッショーホール)

一般財団法人 日本環境衛生センター 
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2019 年度 

循環型社会形成推進研究発表会 

研究発表資料 

 

目  次 
ページ 

【研究発表会】2019 年 12 月 24 日(火)10:00～11:50   

1 
廃石膏ボードリサイクルの品質管理の在り方と社

会実装 

遠藤 和人 
((国研)国立環境研究所) 

1

  

2 
炭酸型Mg-Al系層状複水酸化物を利用した廃棄物焼

却排ガスの新規処理技術の開発 

亀田 知人 
(東北大学) 

6

  

3 
物理選別とエージングを組み合わせた「焼却主灰グ

リーン改質技術」の確立 

肴倉 宏史 

((国研)国立環境研究所) 
14

  

 
 

【シンポジウム】2019 年 12 月 24 日(火)13:30～16:00   

1 
先端的な再生技術の導入と動脈産業との融合に向

けたプラスチック循環の評価基盤の構築 

中谷 隼 

(東京大学) 
18

  

2 
セルロース繊維強化バイオマスプラスチックの開

発 

麻生 隆彬(大阪大学) 

発表者：淺原 時泰(大阪大学) 
23

  

3 
塩ビ被覆銅線から銅および塩ビを高度に回収する

新規塩ビ剥離技術の開発 

熊谷 将吾 

(東北大学) 
27

  

  

事業の概要は、環境省ホームページをご覧ください。 

環境研究・技術 情報総合サイト  

環境研究総合推進費 http://www.env.go.jp/policy/kenkyu/suishin/gaiyou/index.html

41



 
 

 

 
 

●研究発表会(10:00～11:50) 

テーマ：「廃棄物の適正処理に貢献する技術」 

◆10：00～10：05 開会 

◆10：05～11：20 演題発表 
 

●10：05～10：30 

廃石膏ボードリサイクルの品質管理の在り方と社会実装 

遠藤 和人((国研)国立環境研究所) 

●10：30～10：55 

炭酸型 Mg-Al 系層状複水酸化物を利用した廃棄物焼却排ガスの新規処理技術の開発 
亀田 知人(東北大学) 

 

●10：55～11：20 

物理選別とエージングを組み合わせた「焼却主灰グリーン改質技術」の確立 
肴倉 宏史((国研)国立環境研究所) 

 

◆11：30～11：50 総括ディスカッション （ファシリテーター  藤吉 秀昭((一財)日本環境衛生センター)） 

 

 

 

●シンポジウム(13:30～16:00) 
 

テーマ：「プラスチックのリサイクルに向けた新技術」 

◆13：30～14：30 演題発表 
 

●13：30～13：50 

先端的な再生技術の導入と動脈産業との融合に向けたプラスチック循環の評価基盤の構築 

中谷 隼(東京大学) 
 

●13：50～14：10 

セルロース繊維強化バイオマスプラスチックの開発 

麻生 隆彬(大阪大学) 

発表者：淺原 時泰(大阪大学) 
 

●14：10～14：30 

塩ビ被覆銅線から銅および塩ビを高度に回収する新規塩ビ剥離技術の開発 

熊谷 将吾(東北大学) 

 

◆14：45～15：45 パネルディスカッション （ファシリテーター  坂川 勉((一財)日本環境衛生センター)） 

 

◆15：45～16：00 まとめ 

 

◆16：00 閉会 

2019 年度 環境省 
循環型社会形成推進研究発表会プログラム 

12 月 24 日(火)午前の部 

12 月 24 日(火)午後の部 

42
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リサイクル適正の表示：印刷用の紙にリサイクルできます

この印刷物は、グリーン購入法に基づく基本方針における「印刷」に係る判断基準にしたがい、

印刷用の紙へリサイクルに適した材料 [A ランク] のみを用いて作製しています。
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別紙１-２ 

2019年度循環型社会形成推進研究発表会 質疑録 
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2019 年 12 月 24 日研究発表会 

質疑録 

 

① 国立環境研究所 遠藤先生発表後の質疑応答 

（藤吉） (本研究は)研究全体が社会実装を意識しており、バランスが良いということ

で高い評価を得ている。 

Q  2 点質問がある。1 点目は、再利用に関して、畜産利用と述べられていたが、

具体的にはどういうところで想定されているか。2点目は、ガイドラインの普

及に際して、産業廃棄物の処理業者からの反応はあったか。 

A  畜産利用については、正直なかなか無かったのだが、紙については敷き藁の

代替として使用されている実績はある。粉については、研究段階だが、食べ

させるとゲップが減るという研究等さまざまあるが、畜産のほうは伸び悩む

な、というところはある。鳥の飼料に混ぜると発育が良くなる、という研究

もあるが 4 年で研究が止まっていて、もう少し研究を続けなければ可能性は

見つけられないかと考えている。 

A  全国廃石膏ボードリサイクル協議会は中間処理業者で構成されている。ここ

で研究したものは、一旦協議会で意見を吸い上げて、マニュアルの検討会で

修正をし、修正をかけたものを協議会で研究し、中間処理業者に見てもらう

という過程を繰り返しているため、基本的には中間処理業者の意見を経てガ

イドライン化している。 

Q 建設解体現場で廃材を扱うときに、しっかり分別することが必要だというマニ

ュアルがある。アスベストなどは何が入っているかよく分からない、という

意見があるが、石膏ボードの場合は、そういった意味では組織は分かりやす

いのか。 

A ヒ素とカドミウムが入っているものについては、製造番号が明らかになってい

るため、裏面に吹き付け材がついていなければ、見てすぐにわかる。わから

ない場合は、特に調べることもせず最終処分という方法がとられている。 

Q リサイクル品を再利用する場合の課題として、需要と供給のアンバランスが地

域的にある。そういった課題について、何か動きはあるか。 

A その問題については、課題として挙がっており認識している。ガイドラインを

利用すれば、一定の品質を確保したリサイクル製品ができるため、地方のネ

ットワークを活用すること等はできるのではないかと考えている。 

 

② 東北大学 亀田先生発表後の質疑応答 

（藤吉） 大変期待されているテーマであると思う。会場からの意見、質問を受けたい。 

Q アニオン交換のところで、炭酸イオンを含有した水溶液で洗うところがあり、
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この時に、Cl や SO3 が水に付着すると思うのですが、結局水処理をしなけれ

ばいけないため、そのコストがかかってしまうのではないか。 

A その通りであり、これをどうするのかということが課題である。今のところ、

高濃度に濃縮して何かに使用できないかと考えている。現在、栗田工業と検

討中である。 

Q 排ガス処理装置として、カラム試験をやっているが、非常に圧力がかかってし

まうように思われる。何か触媒装置のようなものを考えなければいけないの

ではないか。 

A まさに現在栗田工業と取り組んでいるのは、3-5mm の球形にしてプレッシャー

ドロップがどうなのか化学工学的に検討し、またそれにより性能が落ちない

か実証化に向けて研究しているところである。 

 

③ 国立環境研究所 肴倉先生発表後の質疑応答 

（藤吉） 大きな課題に体系的に取り組まれている研究であると思う。質問、コメン

トはないか。 

Q 24 時間程度の二酸化炭素と散水を行い、きちんと土木資材として使えるものに

したいということだが、手ごたえはどうか。 

A 土木資材としての物理力学的な特性は問題ない。環境安全性の基準が、仮に土

壌の 0.01mg/L という溶出濃度を照らし合わせると、それを安定的に下回ると

いうのはちょっと厳しいと思われるため、対策を検討する必要がある。 

Q エアテーブルの選別装置について、良い成果が出ているという報告があったが、

ヨーロッパでは主灰の物理選別で重いフラクションを集めると高い値段で売

れるということで取り入れられている。ヨーロッパで取り入れられている選

別装置については様々な種類がある。それらと比べて、本日の発表でふれら

れた特徴的な長所はあるか。 

A 今回このような結果になったが、日本の焼却灰に金・銀がどれほど含まれてい

るかという情報が少なく、その部分から整理している。焼却灰に金がとれほ

ど含まれているかということについて、分析も含め難しい面がある。エアテ

ーブル自体は、前処理、粒子が付着しているのをいかに分けるか、そういっ

た前処理をいかに組み合わせるか工夫が必要だと考えている。 

Q 乾式排出がいいように思えるがどうか。 

A 私自身はそう考えている。一方、その場合の課題も見えてきている。 

 

④ 総括ディスカッション 

（藤吉）遠藤先生の研究について、非常に社会実装を意識しており、研究全体のバラ

ンスが良いように思う。リサイクル協議会といった業界団体を研究に取り込
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む上での苦労はないか。 

（遠藤）私はもともと協議会にメンバーとして入っていて、その中で研究として作り

上げていこうという話が、逆に業者から出たという背景があるため、特に苦

労はなかった。中小企業のため、皆さんフットワークが軽く、やりやすかっ

た。 

（藤吉）日頃の付き合いの中で出たテーマということで、社会実装が常に意識されて

いたと思う。次に、亀田先生の研究について、大変面白いアプローチだと思

うが、マグネシウム・アルミニウム軽層状復水酸化物というのは、なじみが

ない用語だが、水処理分野ではよく使われているものか。 

（亀田）使われている用語である。もともと天然鉱物でハイドロタルサイトという物

質があるが、それが旧ソ連周辺地域で産出されている。それを 1980 年代に宮

田さんという方が合成をしたことから研究に火が点いた。 

（藤吉）続いて、肴倉先生にお聞きしたいが、日本の廃棄物の処理施設は、ストーカ

ー炉が多いが、主灰と飛灰の分かれ目が色々とあり、これが主灰の性状とい

っても、バリエーションがあると思うのだが、対策を行う場合どの程度考慮

していけばいいのか。 

（肴倉）ボイラー灰、ガス冷の灰等がどういう性質を持っているか、排出量が全体の

どの程度かということにも興味を持っており、前の研究で調査をしたことが

ある。総合的に考えると、主灰を安全にリサイクルしたのであれば、混ぜる

べきではないと私は考えているが、飛灰ほどの危険性はないという実感もあ

る。 

（藤吉）飛灰の処理については、世界各国で悩んでいる状況である。ヨーロッパでは

保管しており、相当費用がかかっている。飛灰の中にも重金属が含まれてお

り、亜鉛を狙って飛灰回収する業者もいると聞いている。飛灰のリサイクル

について、肴倉先生、いいアイデアはお持ちではないか。 

（肴倉）主灰の問題について結論がでたら、飛灰の研究にも取り組まなければいけな

いと考えている。 

（藤吉）各先生から、他の先生の研究にコメントはないか。 

（遠藤）主灰の有効利用という研究を、業界とコンソーシアムを組んで行うことで認

知度も上がり実用化できるようになるのではないかと考えている。最終処分

場の問題が解決できるという点で、今後楽しみな研究である。 

（亀田）コンソーシアムを組んで研究する秘訣は何か。 

（遠藤）顔を合わせる機会を増やすこと、に尽きると思う。最初は批判から始まり、

意見交換するのに 6 年くらいかかっている。とにかく会って、人となりを知

ってもらうことが必要だと思う。 

（肴倉）まず廃棄物 3R研究財団の中で研究会を立ち上げ、その中で環境省の研究推進
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費を使って学術的にも研究すべきという流れで研究が進んでいる。上手くコ

ンソーシアムを組むには、やはりおつきあいが大事だと思う。常に意見交換

をして、問題意識を感じ取ることが研究者としては大事だと考えている。 

（藤吉）他に会場から意見はないか。 

（会場）肴倉先生への質問だが、先程のお話では、主灰のクリーン化をしても土壌環

境基準を超えるとのことだが、むしろ焼成条件を変えて、飛灰中に重金属を

もっていくような研究をしたことはないか。 

（肴倉）私自身はない。塩化揮発については、時間はかかるかもしれないが、可能性

はあると思う。 

 

⑤ 東京大学 中谷先生発表後の質疑応答 

（坂川）大変幅広い研究であるように思う。リサイクル率等の用語の定義が欧州等と

異なっているという問題をご指摘いただいた。会場から質問、コメントをお

受けしたい。 

Q 先生の研究を通して、プラスチック資源循環戦略の数値の蓋然性についてどの

ように考えているか。 

A 「6 割」といった数値について、定義を明らかにすることが重要だと思う。現

状では、定義がわからないので蓋然性も議論できない。足元をしっかり分析

する基礎調査が重要である。 

Q データの信ぴょう性については議論の余地があると思うが、今回の研究で使用

したデータについてはどうか。 

A 出典によって大きくかけ離れた数値が出ている。推計結果を持ち寄り、しっか

りと議論して、これが国としての公式見解というものを出すことが必要であ

る。そのための材料として我々の研究を活用してほしいと考えている。 

 

⑥ 大阪大学 淺原先生発表後の質疑応答 

（坂川）プラスチック資源循環戦略においては、2030 年までにバイオマスプラスチッ

クを 200 万トン導入することになっており、このような研究が進むことによ

り、バイオマスプラスチックの利用が増加するのではないかと期待される。

質問、コメント等お受けしたい。 

Q バイオマスプラスチックには何らかの添加剤が使われていると思うが、どう認

識しているか。ドイツと、おそらくフランスでは、環境に悪い影響もあると

いう研究もあるが、ご存知か。 

A 添加剤に関して、現在製品化されているものに含まれている分については把握

していないが、現在研究しているものはなるべく添加物の含まれていない純

粋なものを使用している。セルロースを添加剤とするのが我々の狙いである。
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ドイツ、フランスでの研究については把握していないが、バイオマスプラス

チックの添加物については一般的によく議論されている。製造での排出 CO2

量やリサイクル時の問題も議論に登るため、全体的に考えることが必要だと

考えている。 

Q 伝統的酸化条件は試しているか。亜塩素酸ソーダでいきなりラジカルが発生す

るようなものなのか。 

A いきなりラジカルが発生するものになる。ポリ乳酸に関しては、酸化剤を使用

した酸化よりも、塩基を用いて加水分解して主鎖を切って、カルボキシル基

を発生させるということが一般的である。いずれにしろ、主鎖を切る反応に

なるため、樹脂としての物性は落ちていくのだが、我々の研究では側鎖に対

してもカルボキシル基を入れられるため、主鎖の切断を抑えながら、機能を

達していく特徴を持っている。 

Q ポリ乳酸について、世界の生産量と国内の生産量についてのデータがあり、世

界では 26万トン、国内では 5千トンしか生産されていない。世界では何に使

用されているのか。また日本ではなぜそんなに生産量が少ないのか。 

A 米国のネイチャーワークスが生産しているポリ乳酸は、ほとんどがシェールガ

スを掘った後の穴埋め材として使用されており国外には出されていない。日

本ではほとんどポリ乳酸は生産されていないため、結果として使用されてい

ないということだと思う。 

 

⑦ 東北大学 亀田先生発表（熊谷先生代理）後の質疑応答 

（坂川）本日ご欠席となった熊谷先生に代わり、急遽亀田先生にご発表いただきまし

た。大変ありがとうございました。会場からの質問、コメント等をお受けし

たい。 

Q 今回、可塑剤を主にフタル酸系のもので検討しているようだが、アジピン酸系、

トリメリット酸系でも同じようなことはできるのか。 

A 原理的には溶ければ良いので、可能である。疎水性が変わる場合でも、溶媒側

の調整で対応できる。 

 

⑧ パネルディスカッション 

（坂川）パネルディスカッションは中谷先生、淺原先生、私の 3名で進めていく。ま

ず会場から先の発表に対する質問があればお受けしたい。 

（坂川）特に無いようなので、パネルディスカッションに入る。今日のテーマはプラ

スチックリサイクルであるので、まず私から環境省のプラスチック資源循環

戦略について簡単におさらいをしたい。近年、海洋プラスチックの問題が大

きく取り上げられた。漂着ごみの問題については以前から議論されていたが、
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今の問題は漂着ごみに限らず、むしろ海洋を漂っているプラスチックに焦点

があたってきているのではないかと思う。想定される被害の中に、生態系を

含めた海洋環境への影響という項目があり、海亀がプラスチックを食べたり、

鯨の胃の中からたくさんプラスチックが発見されるというような事例が生じ

ている。海洋中のマイクロプラスチックも問題になってきている。こういっ

た問題に対して国際的に取り組みを進めていかなければならない状況にある。

そこで環境省が 5 月にプラスチック資源循環戦略を作成した。その背景とし

ては、廃プラスチックの有効利用率が低い、海洋プラスチックによる環境汚

染が世界的な問題になってきている、また我が国は適正処理、3R を率先し、

国際貢献も実施している、その一方、世界で２番目の一人当たりの容器包装

廃棄量がある、というような状況がある。重点戦略として、基本原則は

3R+Renewable、そして 3R、再生材、バイオプラスチック、海洋プラスチック

国際対策基盤整備という項目があり、これらに関連して、将来のマイルスト

ーン、数値的な目標も定められている。方向性としては、持続可能な発展に

貢献する、さらに必要な投資やイノベーションを促進する、ということが書

かれている。そして Reduce、 Recycle、再生材、バイオプラスチックと、そ

れぞれに方策、戦略が書かれている。今日発表いただいた研究もこれらに密

接に関係している。マイルストーンとしては、Reduce として、2030 年までに

ワンウェイプラスチックを累積 25%抑制する、Reuse と Recycle に関しては、

2030 年までに容器包装の 6 割を Reuse、 Recycle、2035 年までに使用済みプ

ラスチックを 100%Reuse、 Recycle により有効利用する。バイオマスプラス

チックに関しては、2030 年までにバイオマスプラスチックを約 200 万トン導

入する、ということになっている。そして、基盤整備という項目がある。社

会システムの確立、資源循環産業の振興、技術開発、調査研究情報基盤、連

携・協同、海外展開基盤という項目があり、この中で技術開発を見ると、再

生可能資源によるプラスチックの代替、革新的リサイクル技術、こういった

ところが本日発表いただいた研究と関連するところかと思う。連携・協同の

中には、プラスチックスマートの展開について記載されている。このプラス

チックスマートに関してはフォーラムが設けられており、様々な関係者が意

見交換をする場となっている。このフォーラムについては、日本環境衛生セ

ンターが環境省からの委託を請け、運営しており、今後活動もさらに進めて

いきたいと考えている。 

（坂川）ここから 2名の先生に話を伺うが、特に、今実施している研究とプラスチッ

ク資源循環戦略がどのように関わっているか、またプラスチック資源循環戦

略に対して研究者の立場からご意見、要望等のコメントをいただきたい。ま

ず中谷先生にお伺いしたい。 

84



（中谷）私の研究とプラスチック資源循環戦略の関わりに関してであるが、例えばプ

ラスチック資源循環戦略で出てくる 25%削減、6割リサイクルという目標に対

して、そもそもその分母はどのくらいあるのか、分子の Reduce/Reuse 率を高

めていくにはどういったところにポテンシャルがあるのか、そういった議論

をするためにも物質フローの基礎的データが欠かせないため、ダイレクトに

プラスチック資源循環戦略に貢献し得るものかと考えている。 

（中谷）プラスチック資源循環戦略に対する意見としては、例えば資源循環戦略のリ

サイクルの目標が 6 割であるが、現状どの程度の割合であるのか、環境省、

国の公式見解としてどこにも出ていない。現状の数字がないのに、目標の数

字だけが存在するのは非常に良くない状態である。例えば、欧州では 55%とい

う数字が出ているが、それに対して現状 40%というのが欧州の公式統計

（Eurostad）の中に出ている。これらの情報があれば目標達成のためにどの

程度の努力が必要か具体的にわかるが、日本は今どのような現状なのかとい

う情報がないため、具体的な目標を立てて進めることが難しい。この点につ

いては早急に、国の公式見解を出していただきたい。2点目として、バイオマ

スプラスチックの 200 万トンについて言うと、現在の世界の生産能力は 211

万トンという数字が欧州のバイオマスプラスチック協会の数字として存在す

る。汎用的に使えそうなバイオポリエチレン、PET に絞ると 7～80万トンとい

うのが世界の生産能力である。世界の生産能力がこの程度であるのに、日本

だけで 200 万トン導入するのがどれほど難しいことか、世界のバイオマスプ

ラスチックを日本が買い占めるのか、そういった議論も実はなされていない。

バイオマスプラスチックについては、近々にロードマップが作られると聞い

ているので、生産能力、さらに言うと、原料の調達可能性も含めて足元の実

現可能性を議論しないといけない。これについても国の公式見解を聞きたい。 

（坂川）大変重要な意見をいただいた。淺原先生のご意見をお伺いしたい。 

（淺原）私の研究は、バイオマスプラスチックを用いた機能の付与、既存のプラスチ

ックと同等の機能を出せるように、機能変化を行っているものであるため、

バイオマスプラスチックの利用ポテンシャルを上げるということに関わる課

題であると思う。しかしバイオマスプラスチックの抱える課題は多く、ただ

バイオマスプラスチックを使えばいい、というものではないことは十分に理

解している。実際問題として、学術分野機関で研究するためのポリ乳酸すら

手に入らなくなってきている。日本がこのような目標を打ち出すことにより、

各企業が原料確保に乗り出しており、研究ができない状況にある。こういっ

た点も踏まえて、全体的に考えて決めていただかないと厳しいように思う。 

（坂川）お二人の研究とも、プラスチック資源循環戦略に密接に関係しており、大変

重要な研究であることが再確認された。まず中谷先生のご指摘から考えてい

85



きたい。現在のプラスチックのリサイクル率はどの程度なのか、という疑問

が呈されているが、確かに政府としてトータルで何％という数字はない。こ

れがはっきりしないと目標を定めたところで、うまくいかないのではないか

というご指摘はまさにその通りだと思う。中谷先生にお伺いしたいが、産業

廃棄物のリサイクル率について調べた結果 12%程度とのことだったが、それは

どのような方法で推計されたのか、またその確からしさはどの程度なのか。 

（中谷）リサイクル率に関して言えば、分母については産業連関表から推計した。ざ

っくり言うと、容器包装の製造量に関しては、産業連関表の外側から生産統

計をもってきているため、全体としては合っているだろうと思う。問題は家

庭と産業にどの程度の比率で配分するかということで、それについては、お

金のやり取りに基づき推計している。そのため、確からしさという点では課

題はあると思う。ただ、ボトムアップ的に説明できる程度の数字となってい

るため、あながち間違ってはいないかと考えている。一方で、プラスチック

循環利用協会のデータと大きく乖離している部分もあり、それぞれの推計方

法をつきあわせて、推計方法同士の検証も必要かと考えている。一方で分子

の側の回収量について、協会レベルの公式統計として毎年公表されている数

字で明らかなものだけを使用している。この情報を公表することで、様々な

ところから、こういった数字も必要だという情報が集まり、上乗せされてい

けばそれはそれで良いと考えている。たたき台としての数値と考えてほしい。 

（坂川）どのレベルまでリサイクルと見るか、判断するのは難しい。推計には、産業

界の協力が必要であろう。現状と目標の比較が大切、という指摘はもっとも

であり、今後期待したい。 

続いて、バイオマスプラスチックに関する指摘について、議論したい。今日

の淺原先生の発表資料に、最終目標として、将来的なバイオマスプラスチッ

クの使用率を 10%に、と記載されている。この数字はどのように設定されたか

教えていただきたい。 

（淺原）この数字は 2018 年にこの課題に応募する際に設定した数値で、プラスチッ

ク資源循環戦略を見ることなく、我々が独自に努力目標として妥当な数値と

して考えたものである。10%、つまり 100 万トン程度であれば可能であろうと

いう判断で設定した。 

（坂川）プラスチック資源循環戦略の 200 万トンという数値と比べると半分程度にな

っている。この目標を達成するのは相当難しいという理解でよいか。 

（淺原）はい。 

（坂川）次にお互いの研究内容に対するコメント、質問等をお願いしたい。 

（淺原）プラスチックのリサイクルという点で見た場合、この中にバイオマスプラス

チックは含まれていないと思う。これからバイオマスプラスチックの利用を
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増やしていく際に、最初の分別のところでPET等の邪魔になる可能性がある。

また、バイオマスプラスチックの持つ生分解性機能はリサイクルする事を考

えると短所にもなり得る。このような課題について何か知見があれば教えて

いただきたい。 

（中谷）光学選別機を導入した場合、単純に選別の行程を 1個増やして PLA を選別す

る行程を導入するか、あるいは PLA を諦めて残渣として処理するか、どう選

択するかになるため、マテリアルリサイクルの面からみるとメリットは無い

と言える。生産者が明らかであり、生産者の情報をリサイクラーが持ってい

る場合、簡単な選別でバイオマスプラスチックを仕分けることができれば、

PLA としてのリサイクル、少なくとも他のプラスチックリサイクルの邪魔にな

らないようにすることは可能かもしれない。容器包装ではなく、素材がはっ

きり分かっていてリサイクルできる用途がうまく見つかると社会システムと

して上手くいくかもしれないと思う。 

（坂川）用途を限定することでリサイクルしやすくなるが、一方で使用量が減ってし

まうという二律背反的な状況となる。バイオマスプラスチックを使用すれば

良いのではないか、という用途は考えられるのか。 

（淺原）現状、我々の間でも課題となっている。どの用途で、という問題はなかなか

学術分野では判断することが難しい。スペックをきっちりと開示して、川下

のユーザーの方々に判断していただくしかないかと考えている。 

（坂川）スペック、費用、リサイクルのしやすさ等様々な要素を考慮していかなけれ

ばいけないということかと思う。中谷先生から追加でコメントはあるか。 

（中谷）バイオプラスチックといっても二つに分ける必要がある。「Bio-Based Plastic」

と「Bio Degradable Plastic」、この二つをしっかりと分けて考えていかなけ

ればならない。PLA はどちらにも入るが、リサイクルの障害になる可能性があ

る。Bio-PE, Bio-PET のような「Bio Degradable」でない「Bio-Based Plastic」

であれば、生分解性はないが、化石由来のプラスチック同様にリサイクルす

ることができるメリットがある。これらは大きく分けて議論する必要がある。

Bio-Based Plastic については生産能力が大きな課題となる。PLA については、

国内に需要は見つけにくいかと思う。廃棄物処理のインフラが整っていない

ような途上国で皆オープンダンピングしてしまうような状況であれば、最後

の海洋流出を防ぐために、Bio Degradable Plastic で置き換えるというよう

なことは考えられる。日本のように廃棄物処理のインフラが整っており、ポ

イ捨てがあまり行われないような国では生分解性のプラスチックはオーバー

スペックであり、宝の持ち腐れになってしまう。日本で開発した技術は、海

外に展開する方針として、無理に日本国内での導入を考えないほうが上手く

進むのではないかと考えている。 
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（坂川）バイオプラスチックには二つの種類があり、そこをよく区別して進めていく

必要があるということと理解した。中谷先生から淺原先生に質問、コメント

等あるか。 

（中谷）セルロース繊維で強度をあげた PLA 樹脂のライバルは、石油由来の樹脂より

もバイオマスベースの PPであったり、PE となるかと思う。それらと比べて今

回研究開発している樹脂のメリットは何か、またそのメリットからどういっ

た用途が適切と考えられるか、教えていただきたい。 

（淺原）我々の研究している技術はどのような樹脂にも使えるものである。CH をもっ

ているものであれば、CH の水素を引き抜いて酸素を入れるため、石油由来の

ポリエチレンでもバイオポリエチレンであっても、この技術で酸化すること

が可能である。今回 PLA を利用しているのは、バイオマスプラスチックの中

で生産量が大きいためであるが、この先どういったバイオマスプラスチック

が普及するか未だ不透明である。そのような状況であるため、今後どのよう

なバイオプラスチックが普及するか定まってくると良いと思っている。名称

について、プラスチックという呼称が悪者になってきているので、バイオプ

ラスチックという呼称も変えて、新しい視点で考えたほうが良いのではない

かと考えている。Bio-based, Bio plastic についても明確な定義を定めるこ

とも重要かと思う。 

（坂川）最後にお二人から、今後ご自身の研究成果を社会実装するにあたっての課題、

研究の方向性についてご発言願いたい。 

（中谷）できれば国、政府に先導していただいて、政策的に一体リサイクルが何を目

的としているのか、といった議論が醸成されていく、リサイクルの目的を明

確にしていく必要があると思う。今後どのような研究をしたいかというと、

容器包装に関して言えば、食品由来のものが多い。レジ袋のような無くても

構わないものではなく、消費期限を延ばすため、運搬のためといった不可避

な用途で大量に使用されているということがわかっている。そのため、闇雲

に食品業界に容器包装の削減を要求すると、安全性に問題が出たり、食品ロ

スを増やす結果になる可能性もある。食品ロスの問題と容器包装の問題の交

わりの部分を分析して、どういった容器包装の使い方があり得るかという研

究をぜひやってみたいと考えている。 

（淺原）原料の確保が喫緊の大きな課題である。また、バイオマスプラスチックを適

用することによるリサイクルの問題、リサイクルの邪魔をしてしまわないか

という問題、また CO2排出量の問題等は一研究者ではなく、全体としてまとま

った数字を出す必要があると考えている。今後の研究については、最終的に

は CO2の排出を減らすのではなく、CO2 を材料に使うくらいの開発がなければ

根本的な解決にはつながらないのではないかと考えている。将来、自分の子
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供の世代には、CO2を原料とする化学反応を達成してほしいと思っている。自

分個人としては、バイオマスプラスチックの用途を広げる研究に引き続き取

り組んでいきたい。 

（坂川）お二人の話を伺って、まだまだ研究課題があると感じた。そのような意味で

環境総合研究推進費を今後も環境省に充実していただき、それを有効に使っ

ていくことが大切だと考えている。 

最後に、私からまとめとしてお話しさせていただきたい。これまで議論いた

だいたように、循環型社会、プラスチックリサイクル等については課題も多

く、行政も含めて取り組んでいく必要がある。本日は、環境省のプラスチッ

ク資源循環戦略についても議論したが、これ自体課題も多くある。現状どの

ようになっているかということの把握等も含めて戦略を進めていくと同時に、

適宜見直していくことが重要であると考える。またご指摘いただいたように、

リサイクルの目的を明確にする必要がある。LCA、CO2 排出量についても、よ

りしっかりと考えていく必要がある。そういった内容についても本研究費の

中で取り組んでいただくことを期待したい。研究者には研究を進めていただ

くと同時に、行政側にも様々な課題について検討いただきたい。様々な主体

の連携と協同が必要となるため、皆様のご理解とご支援をお願いしたい。 

 

以上 
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別紙１-３ 

2019年度循環型社会形成推進研究発表会 案内チラシ 
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2019年度 
環境省  

各会場定員がございます。先着順・事前登録制となっておりますので、下記ホームページよりお申込みください。 
 

一般財団法人日本環境衛生センター 総局国際事業部 
〒210-0828 神奈川県川崎市川崎区四谷上町10-6 TEL:044-288-4937  
URL: https://www.jesc.or.jp/work/tabid/279/Default.aspx  

お問合せ先 

 本研究発表会は、環境研究総合推進費(資源循
環領域)を活用して2018年度に終了した研究及び
2019年度に進めている研究の内容・成果を広く
一般に公開するものです。 
 循環型社会に関心をお持ちのみなさま、研究成
果の活用を検討されている自治体・企業のみなさ
ま、環境研究総合推進費への応募をお考えの研究
者のみなさまなど、幅広い方々のご来場を心より
お待ちしております。 

2019年 

12月24日(火) 
 

……………… 
 

日本消防会
館 

(ニッショー
ホ ー ル ) 

2020年 

3月16日(月) 
 

……………… 
 

つ く ば 
国際会議場 

 

10:00～11:50 研究発表会 
13:30～16:00 シンポジウム 
「廃棄物の適正処理に貢献する技術」 
「プラスチックのリサイクルに向けた新技術」 
定  員：100名 
場  所：日本消防会館(ニッショーホール)・大会議室(東京都港区虎ノ門2丁目9番16号) 
使用言語：日本語 

15:00～17:00 研究発表会 
「災害廃棄物」 
定  員：100名 
場  所：つくば国際会議場・大会議室101(茨城県つくば市竹園2丁目20番3号) 
使用言語：英語(日英通訳はございません) 
※第19回アジア太平洋廃棄物専門家会議(SWAPI)と併催 

プログラムは裏面をご覧ください。 

参加費 

無料 
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2019年度 環境省 

循環型社会形成推進研究発表会 プログラム 

講演者・発表者・演題・時間等は変更になることがあります。 
詳細はホームページをご覧ください。 https://www.jesc.or.jp/work/tabid/279/Default.aspx  

2019年12月24日(火) 

10:00～11:50 
 

▶「廃石膏ボードリサイクルの品質管理の在り方と社会実装」遠藤 和人((国研)国立環境研究所)         
▶「炭酸型Mg-Al系層状複水酸化物を利用した廃棄物焼却排ガスの新規処理技術の開発」亀田 知人(東北大学)                    
▶「物理選別とエージングを組み合わせた「焼却主灰グリーン改質技術」の確立」肴倉 宏史((国研)国立環境研究所) 
                  
 

13:30～16:00                
▶「先端的な再生技術の導入と動脈産業との融合に向けたプラスチック循環の評価基盤の構築」中谷 隼(東京大学) 
▶「セルロース繊維強化バイオマスプラスチックの開発」麻生 隆彬(大阪大学) ※発表者：淺原 時泰(大阪大学) 
▶「塩ビ被覆銅線から銅および塩ビを高度に回収する新規塩ビ剥離技術の開発」熊谷 将吾(東北大学) 
▶パネルディスカッション 
 (ファシリテーター) 坂川 勉(日本環境衛生センター) 
 (パネリスト) 中谷 隼(東京大学)・淺原 時泰(大阪大学)・熊谷 将吾(東北大学) 
 

つくば国際会議場・大会議室101 
(茨城県つくば市竹園2丁目20番3号) 
 
つくばエクスプレス線 つくば駅下車 徒歩10分 
JR+バス つくばセンター下車 徒歩8分 
高速バス(例：つくば号(東京駅八重洲南口) つくばセンタ
ー下車) 
 
※複数のルートがございますので、その他のルートにつきましてはつくば
国際会議場のホームページをご確認ください。 
 

◆シンポジウム 「プラスチックのリサイクルに向けた新技術」                       

日本消防会館(ニッショーホール)・大会議室 
(東京都港区虎ノ門２丁目９番１６号) 
 
東京メトロ銀座線  虎ノ門駅下車 2番・3番出口徒歩5分 
東京メトロ日比谷線 神谷町駅下車 4番出口徒歩10分 
 

◆研究発表会  「廃棄物の適正処理に貢献する技術」                         

◆会場アクセス   

※第19回アジア太平洋廃棄物専門家会議(SWAPI)(3月16日～18日開催)内のセッションとして開催 

◆会場アクセス 

2020年3月16日(月) 

◆研究発表会 「災害廃棄物」                      

15:00～17:00 使用言語：英語(日英通訳はございません) 
 

▶「防災分野と連携した大規模災害時における災害廃棄物量の推定手法の構築」平山 修久(名古屋大学)        
▶「災害廃棄物処理の実効性・安全性・信頼性向上に向けた政策・意識行動研究」浅利 美鈴(京都大学)           
▶「指定廃棄物熱処理残渣中セシウムのアルミノ珪酸塩による補捉・難溶性態化技術の確立」東條 安匡(北海道大学)           
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別
紙

1
-4

2
01
9
年
度

循
環

型
社
会

形
成

推
進

研
究

発
表
会

ア
ン

ケ
ー

ト
集

計
結
果

■
全
体
参
加
者
数

 
 
 
 
 

1
2
1

名
(午

前
か

ら
の

参
加
者

と
午

後
の

み
の

参
加

者
の

合
計

人
数

)

ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
数
 
 
 
 
 
9
5

名

ア
ン
ケ
ー
ト
回
収
率
 
 
 
 
 
7
8
.
5
％

1
.
年

齢

 
 

 

選
択

項
目

人
数

構
成

比

～
2
0

代
3

3
.2

%

3
0

代
9

9
.5

%

4
0

代
2
2

2
3
.1

%

5
0

代
3
0

3
1
.5

%

6
0
 
代

3
1

3
2
.6

%

合
計

9
5

1
0
0
.0

%

～
20

代

3%

30
代

9%

40
代

23
%

50
代

32
%

60
代

～

33
%

無
回

答

0%

97



別
紙

1
-4

2
.
所
属
先

選
択

項
目

人
数

構
成

比

研
究

機
関

（
大

学
）

1
1
.1

%

研
究

機
構

（
企

業
）

7
7
.4

%

研
究

機
関

(行
政

・自
治

体
等

)
4

4
.2

%

行
政

自
治

体
1

1
.1

%

一
般

企
業

6
2

6
5
.3

%

N
P

O
・
団

体
1
5

1
5
.8

%

個
人

1
1
.1

%

学
生

0
0
.0

%

そ
の

他
4

4
.2

%

合
計

9
5

1
0
0
.0

%

※
「

そ
の

他
」

の
記

述


6
0
代

(
無

回
答
）

2
名


5
0
代

(
日

本
容
器

包
装
リ

サ
イ

ク
ル

協
会
)


5
0
代

(
無

回
答
）

1.
1% 7.

4%
4.

2%
1.

1%
65

.3
%

15
.8

%
1.

1%
0.

0%
4.

2%
0.

0%

研
究

機
関

（
大

学
等

）

研
究

機
関

（
企

業
等

）

研
究

機
関

（
行

政
・
自

治
体

等
）

行
政

・
自

治
体

一
般

企
業

N
P

O
・
団

体

個
人

学
生

そ
の

他

無
回

答

0.
0%

20
.0

%
40

.0
%

60
.0

%
80

.0
%



別
紙

1
-4

3
.
何
を
見
て
来
ま
し
た
か
。
（
複
数
回
答
可
）

※
「

そ
の

他
」

の
記

述


研

究
分

担
者
（

4
0
代

、
N
P
O
・

団
体

）


業

界
紙

記
事
・

資
源

新
聞

（
4
0
代
、

一
般

企
業

）


環

境
省

メ
ル
マ

ガ
(
4
0
代

、
一

般
企

業
)


上

司
の

代
理

(
3
0
代
、

一
般

企
業

)


新

聞
(
5
0
代
、

一
般
企

業
)


日

本
環

境
衛
生

セ
ン

タ
ー

か
ら

の
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
（

5
0
代

、
一

般
企

業
）


共

同
研

究
者
（

6
0
代

、
N
P
O
・

団
体

）


N
I
T
E
ケ

ミ
マ
ガ

（
5
0
代
、

一
般

企
業

）


環

境
省

メ
ル
マ

ガ
（

5
0
代

、
N
P
O・

団
体

）

選
択

項
目

人
数

構
成

比

環
境

省
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
3
0

3
1
.3

%

日
本

環
境

衛
生

セ
ン

タ
ー

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

9
9
.4

%

チ
ラ

シ
3

3
.1

%

日
本

環
境

衛
生

セ
ン

タ
ー

か
ら

の
E
-
m

ai
l

1
3

1
3
.5

%

業
界

団
体

・
学

会
か

ら
の

案
内

1
2

1
2
.5

%

勤
務

先
か

ら
の

案
内

1
8

1
8
.8

%

学
内

の
掲

示
チ

ラ
シ

等
0

0
.0

%

発
表

者
か

ら
の

案
内

2
2
.1

%

そ
の

他
9

9
.4

%

合
計

7
4

1
0
0
.0

%

31
.3
%

9.
4%

3.
1%

13
.5
%

12
.5
%

18
.8
%

0.
0%
2.
1%

9.
4%

環
境

省
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ

日
本

環
境

衛
生

セ
ン

タ
ー

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

チ
ラ

シ

日
本

環
境

衛
生

セ
ン

タ
ー

か
ら

の
E
-
m

ai
l

業
界

団
体

・
学

会
か

ら
の

案
内

勤
務

先
か

ら
の

案
内

学
内

の
掲

示
チ

ラ
シ

等

発
表

者
か

ら
の

案
内

そ
の

他

無
回

答

0.
0%

5.
0%

10
.0
%

15
.0
%

20
.0
%

25
.0
%

30
.0
%

35
.0
%



別
紙

1
-4

4
.
発
表
会
へ
の
参
加
は
何
回
目
で
す
か
。

5
.
ど
ち
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
か
。
（
複
数
回
答
可
）

選
択

項
目

人
数

構
成

比

午
前

の
部

研
究

発
表

会
の

み
2
4

 
 

2
5
.3

%

午
後

の
部

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

の
み

4
1

4
3
.2

%

終
日

 
 

 
研

究
発

表
会

・
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
2
9

3
0
.5

%

無
回

答
1

1
.0

%

合
計

9
5

1
0
0
.0

%

選
択

項
目

人
数

構
成

比

初
め

て
6
8

7
1
.6

%

2
回

目
1
9

2
0
.0

%

3
回

目
5

5
.3

%

4
回

目
以

上
3

3
.2

%

合
計

9
5

1
0
0
.0

%

初
め

て

72
%

2回
目

20
%

3回
目

5%4回
目

以
上

3%

午
前

の
部

研
究

発
表

会

の
み

2
5
%

午
後

の
部

シ
ン

ポ
ジ

ウ

ム
の

み

4
3
%

終
日

研

究
発

表
会

・
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム

3
1
%

未
回

答

1
%



別
紙

1
-4

6
-
a
．
「
午
前
の
部

研
究
発
表
会
」
に
参
加
さ
れ
た
方
、
今
回
の
発
表
会
に
参
加
し
た
目
的
は

何
で
す
か
。
（
複
数
回
答
可
）

選
択

項
目

人
数

構
成

比

興
味

の
あ

る
研

究
の

発
表

を
聞

く

た
め

3
9

5
3
.4

%

最
新

の
研

究
内

容
に

つ
い

て
、

情

報
を

得
る

た
め

3
0

4
1
.1

%

環
境

研
究

総
合

推
進

費
に

お
け

る 研
究

成
果

を
把

握
す

る
た

め

3
4
.1

%

共
同

研
究

へ
の

参
加

を
検

討
す

る
た

め
1

1
.4

%

そ
の

他
0

0
.0

%

合
計

7
3

1
0
0
.0

%

53
.4
％

41
.1
％

4.
1%

1.
4%

0.
0%

0.
0%

10
.0

%
20

.0
%

30
.0

%
40

.0
%

50
.0

%
60

.0
%

興
味

の
あ

る
研

究
の

発
表

を
聞

く
た

め

最
新

の
研

究
内

容
に

つ
い

て
、

情
報

を
得

る
た

め

環
境

研
究

総
合

推
進

費
に

お
け

る

研
究

成
果

を
把

握
す

る
た

め

共
同

研
究

へ
の

参
加

を
検

討
す

る
た

め

そ
の

他



別
紙

1
-4

6
-
b
．
「
午
後
の
部

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
参
加
さ
れ
た
方
、
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し

た
目
的
は
何
で
す
か
。
（
複
数
回
答
可
）

選
択

項
目

人
数

構
成

比

パ
ネ

リ
ス

ト
の

発
表

3
4

4
0
.0

%

パ
ネ

ル
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
1
1

1
2
.9

%

最
新

の
研

究
3
8

4
4
.7

%

環
境

研
究

総
合

推
進

費
1

1
.2

%

共
同

研
究

へ
の

参
加

の
検

討
1

1
.2

%

合
計

8
5

1
0
0
.0

%

40
.0

%

12
.9

%

44
.7

%
1.

2%

1.
2%

0.
0%

0.
0%

10
.0

%
20

.0
%

30
.0

%
40

.0
%

50
.0

%

パ
ネ

リ
ス

ト
の

発
表

を
聞

く
た

め

パ
ネ

ル
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
を

聞
く

た
め

最
新

の
研

究
内

容
に

つ
い

て
、

情
報

を
得

る
た

め

環
境

研
究

総
合

推
進

費
に

お
け

る

研
究

成
果

を
把

握
す

る
た

め

共
同

研
究

へ
の

参
加

を
検

討
す

る
た

め

そ
の

他



別
紙

1
-4

7
.
本
日
の
発
表
会
へ
参
加
さ
れ
て
の
感
想
を
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

選
択

項
目

研
究

発
表

会
の

み
参

加
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
の

み
参

加
終

日

人
数

構
成

比
人

数
構

成
比

人
数

構
成

比

満
足

し
た

1
1

4
5
.3

%
1
1

2
6
.2

%
1
3

 
 

 
4
4
.8

%

程
度

満
足

し
た

1
3

5
4
.2

%
2
0

4
7
.6

%
1
5

5
1
.7

%

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い
0

0
.0

%
8

1
9
.0

%
0

0.
0
%

あ
ま

り
満

足
し

な
か

っ
た

0
0
.0

%
1

2
.3

%
0

0
.0

%

不
満

だ
っ

た
0

0
.0

%
0

0
.0

%
0

0
.0

%

無
回

答
0

0
.0

％
2

4
.7

%
1

3
.4

%

合
計

2
4

1
0
0
％

4
2

1
0
0
%

2
9

1
0
0
%

満
足

し
た

46
%

あ
る

程
度

満
足

し
た

54
%

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い
0%

あ
ま

り
満

足
し

な
か

っ
た

0%

不
満

だ
っ

た
0%

研
究

発
表

会
の

み
参

加
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
の

み
参

加

満
足

し
た

26
%

あ
る

程
度

満

足
し

た

48
%

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い 19
%

あ
ま

り
満

足
し

な
か

っ
た

2%

不
満

だ
っ

た
0%

無
回

答
5%

終
日

参
加

満
足

し
た

45
%

あ
る

程
度

満
足

し
た

52
%

ど
ち

ら
と

も
い

え
な

い
0%

あ
ま

り
満

足
し

な
か

っ
た

0%

不
満

だ
っ

た
0%

無
回

答

3%



別
紙

1
-
4

（
コ
メ
ン
ト
）


発

表
内

容
が
わ

か
り

や
す

く
、

社
会

実
装

に
近

い
テ

ー
マ

で
し

た
（

4
0
代

一
般

企
業

）


廃

棄
物

焼
却
緋

ガ
ス

処
理

技
術

に
関

す
る

発
表

は
参

考
に

な
り

ま
し

た
（

50
代

一
般

企
業

）


概

要
を

把
握
す

る
に

は
適

度
な

時
間

配
分

で
あ

っ
た

が
、

も
う

少
し

細
か
い

内
容

に
つ

い
て

説
明

し
て

欲
し

か
っ

た
研

究
テ

ー
マ

も
あ
っ

た
（

5
0
代

研
究
機

関
企

業
）


中

谷
氏

の
報
告

内
容

、
主

旨
は

賛
同

で
き

る
も

の
だ

っ
た

（
理

論
的

）
。

国
の

戦
略

の
根

拠
が

極
め

て
希

薄
で

あ
る
こ

と
を

再
認

識
し
た

。
こ
の
よ

う
な

講
論

が

表
に

出
る

こ
と

は
と

て
も

良
い

こ
と

で
あ

る
（

5
0
代

そ
の
他

）


プ

ラ
製

造
全
体

が
把

握
で

き
て

な
い

中
で

、
リ

サ
イ

ク
ル

率
を

云
々

す
る
意

味
は

な
い

。
特

に
産

業
系

プ
ラ

の
数

字
把

握
は

国
と

し
て
産

業
界

に
働

き
か

け
る

必
要

が
あ

る
（

素
材

メ
ー

カ
ー

含
め

て
）
。

国
が

そ
の
指

導
力

を
発

揮
す
べ

き
と

強
く

感
じ

た
（
6
0
代

そ
の

他
）


現

状
の

研
究
成

果
の

一
端

を
知

る
こ

と
が

で
き

た
（

4
0
代

N
P
O
・

団
体

）


先

生
の

本
音
も

聞
け

て
良

か
っ

た
（

6
0
代

一
般

企
業
）


M
R
、

C
R、

T
R
と

と
も

に
プ

ラ
リ

サ
イ

ク
ル

関
係

の
情

報
が

も
う

少
し

欲
し
か

っ
た

。


国

の
方

針
、
各

国
の

目
標

、
目

的
、

進
歩

、
課

題
が

理
解

で
き

た
。

問
題
点

、
コ

ス
ト

な
ど

の
報

告
も

も
っ

と
積

極
的

に
あ

っ
て

も
よ
い

と
感

じ
る

（
5
0
代

一
般

企
業

）


プ

レ
ゼ

ン
の
時

間
を

も
っ

と
取

っ
て

、
講

演
者

の
先

生
の

話
を

も
っ

と
ゆ
っ

く
り

聞
く

こ
と

が
出

来
れ

ば
良

か
っ

た
（

5
0
代

一
般

企
業

）


最

新
の

技
術
動

向
、

課
題

が
わ

か
り

や
す

く
ま

と
め

ら
れ

て
い

て
、

と
て
も

参
考

に
な

り
ま

し
た

。
ど

う
も

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
す
。

廃
棄

物
ゼ

ロ
の

社
会

が
実

現
す

る
た

め
の

技
術

開
発

に
取

り
組

み
ま

す
（

5
0
代

研
究

機
関

企
業

等
）


セ

ル
ロ

ー
ス
繊

維
強

化
、

バ
イ

オ
マ

ス
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
の

開
発

（
6
0
代

そ
の

他
）


静

脈
産

業
へ
の

技
術

開
発

の
現

状
を

把
握

す
る

こ
と

が
出

来
た

。
コ

ス
ト
も

含
め

た
実

装
可

能
な

技
術

の
早

期
導

入
を

望
み

ま
す

（
6
0
代

一
般
企

業
）


先

進
的

課
題
と

実
装

可
能

な
成

果
が

あ
り

、
参

考
に

な
っ

た
（

6
0
代

一
般

企
業

）


研

究
発

表
会
も

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

も
廃

棄
物

の
リ

サ
イ

ク
ル

技
術

に
、

大
変
参

考
に

な
っ

た
（
6
0
代

N
P
O・

団
体

）


発

表
会

に
お
け

る
参

加
者

の
業

種
、

職
種

分
布

が
知

り
た

い
（

6
0
代

N
P
O・

団
体
）


コ

ン
ソ

ー
シ
ア

ム
結

成
苦

労
話

（
60

代
一
般

企
業

）
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
遠

藤
室

長
の
講

演
の

み
の

受
講

で
し

た
が

、
参

考
に

な
り

ま
し

た
（

6
0
代

N
P
O
・
団

体
）


シ

ン
ポ

ジ
ウ
ム

①
の

発
表

ス
ラ

イ
ド

で
資

料
に

含
ま

れ
て

な
い

も
の

が
あ
り

、
何

ら
か

の
方

法
で

公
表

し
て

欲
し

い
。

ま
た

モ
ノ

ク
ロ
資

料
で

何
が

書
い

て
あ

る
の

か
わ

か
ら

な
い

の
で

、
わ

か
り

や
す

い
も

の
に

し
て

も
ら

い
た

い
（

60
代

個
人

）


長

く
説

明
す
る

資
料

は
配

布
し

て
ほ

し
い

（
60

代
一
般

企
業

）


C
E
に

お
け

る
リ

サ
イ

ク
ル

の
概

念
を

教
え

て
い

た
だ

い
た

（
5
0
代

一
般
企

業
）


発

表
資

料
が
白

黒
で

わ
か

り
づ

ら
か

っ
た

。
後

日
H
P
に

カ
ラ

ー
の

P
D
F
を

U
P
し

て
ほ

し
い

（
4
0
代

一
般

企
業
）


研

究
者

の
視
点

、
問

題
意

識
が

わ
か

っ
た

（
50

代
研
究

機
関

・
行

政
・
自

治
体

等
）


内

容
的

に
時
間

が
足

り
な

か
っ

た
で

す
（

4
0
代

研
究
機

関
・

企
業

等
）


や

は
り

最
新
の

情
報

を
聞

く
こ

と
が

出
来

て
と

て
も

参
考

に
な

っ
た

（
6
0
代

N
P
O・

団
体

）
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8
.
参
考
に
な
っ
た
情
報
は
何
で
す
か
。
（
複
数
回
答
可
）

選
択

項
目

研
究

発
表

会
の

み
参

加
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
の

み
参

加
終

日

人
数

構
成

比
人

数
構

成
比

人
数

構
成

比

午
前

研
究

発
表

会
1
9

7
9
.2

%
0

0
.0

%
2
5

3
9
.5

%

午
前

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

0
0
.0

%
0

0
.0

%
7

9
.2

%

午
後

特
別

講
演

0
0
.0

%
1
4

2
4
.1

%
1
5

1
9
.7

%

午
後

パ
ネ

リ
ス

ト
発

表
0

0
.0

%
2
2

3
7
.9

%
1
4

1
7
.1

%

午
後

パ
ネ

ル
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
0

0
.0

%
1
5

2
5
.9

%
9

1
1
.8

%

環
境

総
合

研
究

総
合

推
進

費
制

度
の

説
明

0
0
.0

%
0

0
.0

%
2

2
.5

%

無
回

答
5

2
0
.8

%
7

1
2
.1

%
0

0
.0

%

合
計

2
4

1
0
0
.0

%
5
8

1
0
0
.0

%
7
6

1
0
0
.0

%

19
 

5 

14
 

22
 

15
 7 

25
 

7 
15

 
14

 
9 

2 

午
前

研
究

発
表

会

午
前

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

午
後

特
別

講
演

午
後

パ
ネ

リ
ス

ト
発

表

午
後

パ
ネ

ル
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン

環
境

総
合

研
究

総
合

推
進

費
制

度
の

説
明

無
回

答

研
究

発
表

会
の

み
参

加
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
の

み
参

加
終

日
参

加
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（
コ
メ
ン
ト
）


麻

生
先

生
と
亀

田
先

生
の

講
演

が
結

果
を

出
し

て
い

て
わ

か
り

や
す

か
っ
た

（
5
0
代

一
般

企
業

）


テ

ー
マ

と
も
参

考
に

な
り

ま
し

た
（

4
0
代

一
般

企
業
）


C
O
2
削

減
で

は
な

く
「

CO
2
利

用
」（

淺
原

先
生

）
の

発
送

は
素

晴
ら

し
い
。

次
世

代
と

言
わ

ず
、

今
日

か
ら

で
も

研
究

し
て

ほ
し

い
。
（
6
0
代

そ
の

他
）


灰

石
膏

は
新
た

な
需

要
を

考
え

な
け

れ
ば

ダ
メ

で
す

ね
。

本
当

に
何

も
な
い

も
の

だ
ろ

う
か

？
（

5
0
代

一
般

企
業
）


廃

プ
ラ

の
リ
サ

イ
ク

ル
の

定
義

の
あ

い
ま

い
さ

。
バ

イ
オ

プ
ラ

（
P
L
A
）

の
現

状
（

40
代

N
P
O・

団
体

）


中

谷
先

生
の
パ

ネ
ル

で
の

説
明

は
良

く
理

解
で

き
た

（
6
0
代

一
般

企
業
）


中

谷
先

生
の
ご

発
表

、
ケ

ミ
カ

ル
リ

サ
イ

ク
ル

と
ペ

ッ
ト

ボ
ト

ル
の

ケ
ミ
カ

ル
リ

サ
イ

ク
ル

化
、

高
炉

還
元

剤
な

ど
の

ケ
ミ

カ
ル

リ
サ
イ

ク
ル

と
分

け
る

（
60

代
N
P
O
・

団
体

）


エ

ー
ジ

ン
グ

（
3
0
代

一
般

企
業

）


中

谷
先

生
の
ご

発
表

は
ま

さ
に

今
や

ろ
う

と
し

て
い

る
内

容
そ

の
も

の
で
し

た
。

淺
原

先
生

の
ご

発
表

も
以

前
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

ジ
ャ
パ

ン
で

お
伺

い
し

た
内

容
が

更
に

パ
ワ

ー
ア

ッ
プ

さ
れ

て
い

て
、

と
て

も
興

味
深

か
っ

た
で

す
（

40
代

一
般

企
業

）


と

て
も

面
白
か

っ
た

で
す

。
ス

ラ
イ

ド
も

も
っ

と
よ

く
見

せ
て

（
で

き
れ
ば

配
布

し
て

）
頂

け
れ

ば
も

っ
と

良
か

っ
た

で
す

（
3
0
代

一
般

企
業
）


中

谷
先

生
、
淺

原
先

生
（

5
0
代

一
般

企
業
）


プ

ラ
資

源
循
環

戦
略

と
お

二
人

の
研

究
内

容
と

の
関

係
性

に
つ

い
て

の
妓
楼

が
興

味
深

か
っ

た
。

逆
に

言
う

と
日

本
の

省
察

は
科

学
と
の

イ
ン

タ
ー

フ
ェ

ー
ス

が
薄

い
点

も
露

呈
し

た
（

5
0
代

一
般

企
業
）


遠

藤
先

生
、
亀

田
先

生
、

肴
倉

先
生

の
講

話
が

と
く

に
興

味
深

く
拝

聴
し
ま

し
た

（
50

代
研
究

機
関

企
業

等
）


中

谷
先

生
の
ご

発
表

（
60

代
そ
の

他
）


業

界
と

協
同
す

る
コ

ツ
は

、
昼

も
夜

も
会

う
機

会
を

増
や

し
、
「

業
界

が
求
め

る
も

の
、

や
ら

な
く

て
は

な
ら

な
い
こ

と
」

の
情

報
共
有

を
し

っ
か

り
す

る
。
こ

れ
が

大
事

で
あ

る
（

6
0
代

一
般
企

業
）


中

谷
先

生
の
発

表
が

よ
か

っ
た

で
す

（
4
0
代

一
般

企
業

）


「

灰
石

膏
ボ
ー

ド
リ

サ
イ

ク
ル

の
品

質
管

理
の

在
り

方
と

社
会

実
装

」
灰
石

膏
ボ

ー
ド

の
現

実
と

展
望

が
理

解
で

き
た

。「
セ

ル
ロ

ー
ス

繊
維

強
化

バ
イ

オ
マ

ス

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

の
開

発
」

強
化

方
法

に
興

味
が

あ
っ

た
（

6
0
代

一
般

企
業

）
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
バ

イ
オ

マ
ス
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
の

機
能

強
化

に
関

す
る

発
表

が
興

味
深

か
っ
た

。
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
資

源
循

環
戦

略
の

今
後

の
動

向
に

も
関
心

が
高

ま
っ

た
（
3
0
代

一
般

企
業

）


熊

谷
先

生
（
亀

田
先

生
）

の
講

演
が

役
に

立
ち

ま
し

た
。

パ
ネ

ル
資

源
循
環

の
課

題
も

明
確

に
な

り
ま

し
た

（
5
0
代

研
究

機
関

企
業

等
）


「

物
理

選
別
と

エ
ー

ジ
ン

グ
を

組
み

合
わ

せ
た

焼
却

主
灰

グ
リ

ー
ン

改
質
利

用
」

焼
却

主
灰

の
処

理
に
大
変

参
考

に
な

っ
た

。
パ

ネ
ル
デ

ィ
ス

カ
ッ

シ
ョ

ン
は

「
バ

イ
オ

マ
ス

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

」
に

つ
い

て
大

変
興

味
深

い
内

容
で

あ
っ
た

（
6
0
代

N
P
O
・
団

体
）


遠

藤
先

生
と
肴

倉
先

生
の

ご
発

表
は

大
変

参
考

に
な

っ
た

（
5
0
代

一
般
企

業
）


肴

倉
先

生
の
発

表
が

よ
か

っ
た

と
感

じ
ま

し
た

（
5
0
代

一
般

企
業

）


M
g
-
A
l
新

剤
（
6
0
代

一
般

企
業
）


中

谷
先

生
の
研

究
発

表
（

6
0
代

個
人

）


プ

ラ
ス

チ
ッ
ク

リ
サ

イ
ク

ル
の

手
法

は
た

め
に

な
っ

た
（

中
谷

先
生

）
、

被
覆

銅
線

は
興

味
深

か
っ

た
（

熊
谷

先
生

）（
6
0
代

一
般

企
業

）


遠

藤
先

生
、
亀

田
先

生
、

肴
倉

先
生

の
発

表
。

中
谷

先
生

、
淺

原
先

生
、
熊

谷
先

生
の

発
表

。

そ
れ

ぞ
れ

研
究

側
の

話
を

聞
け

た
の

は
有

意
義

で
あ

っ
た

(
50

代
一

般
企
業

)


焼

却
主

灰
グ
リ

ー
ン

改
質

技
術

、
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
の

循
環

の
評

価
基

盤
講
学

（
5
0
代

一
般

企
業

）


中

谷
先

生
の
基

礎
デ

ー
タ

は
F
A
C
T
と

し
て

重
要

で
今
後

に
期

待
し

ま
す
（
3
0
代

一
般

企
業
）


環

境
研

遠
藤
先

生
、

肴
倉

先
生

、
東

北
大

亀
田

先
生

の
ご

発
表

（
5
0
代

一
般

企
業
）


中

谷
先

生
の
プ

ラ
ス

チ
ッ

ク
循

環
の

評
価

で
ベ

ー
ス

の
値

が
発

表
す

る
組
織

団
体

に
よ

っ
て

違
い

が
あ

り
、

そ
も

そ
も

無
か

っ
た

り
し
て

い
た

。
そ

れ
ら

の
根

拠
が

薄
い

事
が

確
認

出
来

た
。

出
前

授
業

で
使

い
た

い
の

で
当

面
は

こ
の
値

を
使

わ
せ

て
頂

こ
う

と
お

う
と

思
う

（
5
0
代

N
P
O
・

団
体
）


分

母
を

明
ら
か

に
す

る
こ

と
は

大
変

重
要

な
事

だ
と

思
い

ま
し

た
（

4
0
代

一
般

企
業

）


中

谷
先

生
の
ご

発
表

（
40

代
N
PO
・

団
体
）


遠

藤
先

生
、
肴

倉
先

生
の

発
表

（
40

代
一
般

企
業

）


中

谷
先

生
の
ご

発
表

、
ご

提
言

は
本

質
的

で
あ

り
、

課
題

が
多

く
あ

る
こ
と

を
改

め
て

認
識

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

し
た

（
4
0
代

一
般
企

業
）


す

べ
て

参
考
に

な
り

ま
し

た
（

4
0
代

研
究
機

関
・

企
業

等
）


P
M
の

中
谷

先
生

の
話

を
も

う
少

し
詳

し
く

聞
き

た
か

っ
た

。
短

時
間

で
は
理

解
し

に
く

い
こ

と
が

た
く

さ
ん

あ
っ

た
。

塩
ビ

か
ら

の
可
塑

剤
の

抽
出

と
い

う
技
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術
。

他
の

プ
ラ

ス
チ

ッ
ク

類
に

も
利

用
が

広
が

る
技

術
で

は
な

い
で

し
ょ
う

か
。

今
後

の
発

展
を

期
待

し
ま

す
（
6
0
代

N
P
O
・

団
体

）

3
.
そ

の
他

発
表

会
や

環
境

研
究

総
合

推
進

費
に

つ
い

て
意

見
・

感
想


配

布
さ

れ
た
資

料
で

は
、

パ
ワ

ー
ポ

イ
ン

ト
ス

ラ
イ

ド
が

４
I
N１

で
印

刷
さ

れ
て

お
り

、
細

か
い

と
こ

ろ
が

見
え

ま
せ

ん
。

ま
た

白
黒
印

刷
の

た
め

、
色

の
都

合
で

読
み

取
れ

な
い

と
こ

ろ
も

あ
り

、
資

料
を

W
E
B
で
公

開
い

た
だ

く
な
ど

の
工

夫
が

必
要

と
考

え
ま

す
（
6
0
代

一
般
企

業
）


N
E
D
O
の

実
証
（

M
R、

C
R）

は
環

境
省

マ
タ

ー
で

は
な

い
と

思
い

ま
す

が
、
方

向
性

は
プ

ラ
循

環
戦

略
で

一
致

し
て

い
る

と
思

い
ま

す
の
で

、
経

産
省

と
連

携
し

た
発

表
も

検
討

し
て

ほ
し

い
（

5
0
代

一
般
企

業
）


「

研
究

発
表
資

料
」

は
グ

ラ
フ

、
写

真
等

が
多

用
さ

れ
る

こ
と

も
あ

る
の
で

、
ぜ

ひ
「

カ
ラ

ー
印

刷
」
を
お

願
い

し
ま

す
。
（
6
0
代

一
般

企
業
）


各

先
生

と
も
時

間
に

見
合

っ
た

コ
ン

パ
ク

ト
な

内
容

整
理

が
あ

っ
て

理
解
し

や
す

か
っ

た
（
6
0
代

一
般
企

業
）


推

進
室

の
補
助

に
よ

り
幅

広
い

有
識

者
（

学
識

経
験

者
、

ゼ
ネ

コ
ン

等
事
業

者
等

）
の

協
力

が
得

ら
れ

て
、

再
生

石
膏

粉
の

有
効

利
用
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
が

完
成

し
、

今
後

増
加

す
る

解
体

系
廃

石
膏

の
有

効
利

用
が

期
待

さ
れ

る
（

6
0
代

N
P
O
・
団

体
）


質

問
は

社
名
で

は
な

く
、

業
種

で
い

か
が

で
し

ょ
う

。（
製
造

業
、

サ
ー
ビ

ス
業

、
行

政
な

ど
）（

5
0
代

一
般

企
業

）


コ

ス
ト

面
の
フ

ィ
ー

ジ
ビ

リ
テ

ィ
ス

タ
デ

ィ
は

如
何

？
（

5
0
代

一
般

企
業

）


ど

ん
ど

ん
研
究

成
果

が
社

会
実

装
さ

れ
る

こ
と

を
期

待
し

ま
す

（
4
0
代

一
般

企
業
）


関

連
す

る
資
料

や
デ

ー
タ

に
つ

い
て

H
P
上
で

D
L
で

き
る

よ
う

に
な

れ
ば
う

れ
し

い
で

す
。
（

発
表

資
料

含
む

）
（
4
0
代

一
般

企
業

）


関

西
で

も
開
催

し
て

ほ
し

い
で

す
（

6
0
代

N
P
O
・

団
体

）





 

 

 

 

 

別紙２-１ 

第 18 回アジア太平洋廃棄物専門家会議（SWAPI）広報チラシ 
 

111



112



Presentation of Research Projects promoted by the Environment Research and Technology Development Fund by MOE, Japan

Theme: Disaster Waste Management
Tsukuba International Congress Center, Room 101

SWAPI
SWAPI Special Session Theme: Present Status and discussion on source 

separation and collection of SWM in Asia

Special Session Theme: Solid Waste Quantity Generated in the world

Tsukuba International Congress Center, Main Convention Hall

6 3RINCs
This special session is held as a part of the 6th 3RINCs.  

Okura Frontier Hotel Tsukuba, Jupiter West
Sun

Mon

3
16

3
15

The 19th Expert 
Meeting on SWAPI

The 19th Expert Meeting on Solid Waste Management in Asia and Pacific Islands

2020.3.15 3.16

Expert meeting on Solid Waste Management in Asia and Pacific Islands has
been held every year since 2005 supported by the Environment Research and
Technology Development Fund, Ministry of the Environment, Japan for formation
of networks between experts to facilitate proper waste management and 3R in
Asia and Pacific Islands region. We would highly appreciate for your active
participation in this meeting!

Free of Charge

Okura Frontier Hotel Tsukuba                    
Tsukuba International Congress CenterVenue

Society of Solid Waste Management Experts in Asia and Pacific Islands(SWAPI)

Japan Society of Material Cycles and Waste Management (JSMCWM)Organizers

Secretariat

International Cooperation and Business Department
Japan Environmental Sanitation Center (JESC)

210-0828 10-6 /10-6 Yotsuya-kamicho, Kawasaki-ku, Kawasaki City
TEL : 044-288-4937 / FAX : 044-288-5217 Email : kokusai@jesc.or.jp Website : http://www.jesc.or.jp/

113



1/16 (Wed)
13:30-16 :30

Okura Frontier Hotel Tsukuba (March 15th)

Tsukuba International Congress Center(March 16th)

Presentation of Research Projects promoted by the Environment Research and Technology 
Development Fund by MOE, Japan     

3/16 (Mon)
15:00-17 :00

(2000-2050)
Special Session  Solid  Waste Quantity Generated in the world

SWAPI
SWAPI Special Session  Present Status and discussion on source separation and 

collection of SWM in Asia

Facilitator ( ) Dr. Hideaki Fujiyoshi (Vice President, JESC)

Speakers Dr. Nagahisa Hirayama(Nagoya University)
Dr. Misuzu Asari Kyoto University
Dr. Yasumasa Tojo (Hokkaido University)

Facilitators ( ) Dr. Hideaki Fujiyoshi (Vice President, JESC)
Dr. Nawa Raj Khatiwada (Chairman/International Conference on SWM 2020, Nepal )

Keynote Speaker Dr. Ji Sheng Long (Shanghai SUS Environment)
Speakers Dr. Pandji Prawisdha (Institute of Technology Bandung, Indonesia)

Dr. Orawan Siriratpiriya (Resources Management for Sustainability (3R) Foundation, Thailand)

Dr. Ngo Kim Chi (Vietnam Academy of Science and Technology)
.

Facilitators      Dr. Masahiro Osako(Director,   
Center for Material Cycles and Waste Management Research. NIES) 
Prof. Agamuthu Pariatamby (Sunway University, Malaysia) .   

Keynote Speaker  (SWAPI / ) Dr. Masaru Tanaka (President of SWAPI  
/Director, Research Institute of Solid Waste Management Engineering) 

Speakers Prof. Kurian Joseph(Anna University, Chennai, India)  
Prof. Agamuthu Pariatamby (Sunway University, Malaysia)  
Prof. Enri Damanhuri (Institute of Technology Bandung, Indonesia) 

3/15 (Sun)
13:30-15 :00

3/16 (Mon)
13:00-14 :30

Tsukuba International Congress Center, Main Convention Hall .

Okura Frontier Hotel Tsukuba, Jupiter West .

101 Tsukuba International Congress Center, Room 101 .

MAP

Okura Frontier Hotel Tsukuba

Tsukuba International Congress Center

Tsukuba International 
Congress Center

Tsukuba Bus Terminal

Okura Frontier Hotel 
Tsukuba EPOCHAL

Okura Frontier 
Hotel Tsukuba
ANNEX

Okura Frontier 
Hotel Tsukuba

Tsukuba ST.

P

P

P

A3 EXIT

Park

Park

Park
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